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凡例 
・楽曲名の表示には《 》を用いた。 
・曲集名、書名の表示には『 』を用いた。 
・短い引用文は「 」で表示した。 
・著者による引用文への補足は[ ]で示した。 
・略号は以下のものを使用した。 
A        アルト 
B     バス 
Bc     通奏低音 
Bok.    ボーケマイヤー・コレクション 
C     カント 
Cemb   チェンバロ 
Cto    コルネット 
Fg     ファゴット 
D-B    プロイセン文化財団 ベルリン国立図書館 
GB-Ob   オックスフォード大学 ボドリー図書館 
 Ob     オーボエ 
 Org    オルガン 
 PWV    パッヘルベル作品目録番号 
S     ソプラノ 
Str     弦楽器 
 T     テノール 
Tba    トロンバ 
Tbn     トロンボーン 
 Timp    ティンパニ 
Va     ヴィオラ 
Vdg      ヴィオラ・ダ・ガンバ 
Vc     チェロ 
Vn     ヴァイオリン 
Vtta    ヴィオレッタ 
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序 
I 
「その職につくと、彼はたちどころに鍵盤楽器演奏と 
作曲の両面で特別な巧みさを示した…… 
教会作品においては声楽でも器楽でもこれまでにない完全さへと導いた」1 
J. G. ドッペルマイヤー：『ニュルンベルクの数学者および技術者についての歴史的報告』 
 
1653 年にニュルンベルクで生を享けたヨーハン・パッヘルベル Johann Pachelbel 
（1653-1706）は、現ドイツおよびオーストリアの各地でオルガニストとして活躍したのち
に故郷に呼び戻され、街の教区教会である聖ゼーバルト教会の栄誉あるオルガニストの職
に就任し、1706 年に同地で没した。上掲の引用文は、ニュルンベルク生まれの数学者・物
理学者 J. ドッペルマイヤー（1677-1750）が、当地におけるパッヘルベルの音楽活動につ
いて記述したものである。15 世紀から 18 世紀にかけてニュルンベルクで活躍した数学者や
工芸職人を中心に取り上げた広範な人物事典である同書を彼が 1730 年に出版したとき、郷
土が誇る音楽家パッヘルベルと彼の音楽にまつわる実体験に基づいた記憶は、まだ多くの
ニュルンベルクの人々の頭に残っていたに違いない（たとえ時の経過とともにいくらか美
化されることがあるとしても）。ドッペルマイヤーのパッヘルベル評で興味深いのは、パッ
ヘルベルの教会音楽創作が「声楽でも器楽でも」完全であったと述べられている点である2。
これは、近代以降のパッヘルベルの研究と作品受容が器楽作品に大きく偏ってきたことと
対照的である3。 
むろんパッヘルベルの死後もその存在が忘れられることは決してなかった。J. G. ヴァル
ター（1684-1748）、J. マッテゾン（1681-1764）、E. L. ゲルバー（1746-1819）らの事典
にも常にパッヘルベルの項目が立てられ、いずれにおいても声楽・器楽の両方を残したす
                                                 
1 “[...]daselbsten wiese er gar bald so wohl auf dem Clavier als in der Composition eine besondere Geschicklichkeit 
[...] und in den Kirchen=Stücken so wohl die Vocal- als Instrumental- Musique vollkommener, als man vorhero 
gethan, richtete […]”, Johann Gabriel Doppelmayr, “Johann Pachelbel”, in Historische Nachricht von 
den Nürnbergischen Mathematicis und Künstlern, [...] (Nürnberg: 1730), pp. 258-259. 同書ではニュ
ルンベルクにゆかりのある 15世紀以降の数学者と楽器製作者らの技術者 360 名が紹介されている。 
2 ジャン・ペローの作品主題目録は、消失した作品も含め、パッヘルベルの各ジャンルの作品数を以下の
ように出している。オルガン作品 248、他の鍵盤楽器のための作品 173、声楽作品 89、室内楽曲 16、教
育用作品 2。Jean M. Perreault, The Thematic Catalogue of the Musical Works of Johann Pachelbel 
(Maryland: Scarecrow Press, 2004), p. 4. 
3 たとえば『ニューグローヴ世界音楽大事典』第 2 版のパッヘルベルの項目では、器楽に関する参考文献
が 33 挙げられているのに対し声楽は 5 つである。Ewald v. Nolte and John Butt, “Pachelbel, Johann”, 
in The New Grove Dictionary of Music and Musicians, 2nd ed. [以後 NG 2 と略記], vol. 18, p. 855. 
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ぐれた音楽家として紹介されている4。また 1824 年にゲーテ（1749-1832）はベルリンのツ
ェルター（1758-1832）にパッヘルベルのコラール集を送り、この作品集の価値について意
見を求めている。これに応じてツェルターはコラール集の評価を述べるとともに、「このパ
ッヘルベルは同様式における大家で、彼に並ぶ最も優れた人々によって称えられ、ルター
からゼバスティアン・バッハに至る堂々たるコラール作家のうちにあって各教会旋法の伝
統の真の保持者だった」と記している5。 
しかしながら、とくに 20世紀以降たびたびその重要性が指摘されてきたにもかかわらず、
パッヘルベルの声楽作品研究が本格化したのはようやくこの 10 数年のことといってよい。
とりわけ、『パッヘルベル声楽作品全集』6が刊行・完結されたことにより、今後この分野が
研究・開拓されるための画期的な材料が調えられたといえる。こうした近年のパッヘルベ
ル研究の萌芽の中で、筆者は修士論文でパッヘルベルのドイツ語宗教声楽作品の研究を行
なった7。その中で確かめられたのは、彼の声楽作品が一見非常にシンプルなようでありな
がら、いかに手の込んだものであるかであった。そして、パッヘルベルの声楽作品の全体
像を見渡す必要があると感じ、ラテン語作品へも研究対象を広げたいと思うようになった。 
 パッヘルベルのラテン語声楽作品のうちでも、あるいは彼の創作範囲全体を見渡してみ
ても、現存する全 13 曲の声楽マニフィカトは彼の創作活動の集大成とみなしうる作品群で
あり、『ニューグローヴ世界音楽大事典』第 2 版のパッヘルベルの項でも「11 曲の協奏様式
8によるマニフィカトの作曲において、パッヘルベルはその創作力の頂点に達した」9と説明
される。これらの声楽マニフィカトは、様式的に高度な円熟味を示しており、そしておそ
らくそのすべてが、パッヘルベルが聖ゼーバルト教会のオルガニストに就任してから没す
るまでの最後の約 10 年間に書かれたと推測されている10。コルネットやティンパニを伴う
大規模な編成のための作品も多く、2 つの合唱と 2 つのオーケストラのための作品も存在す
                                                 
4 Johann Gottfried Walther, “Pachelbel (Johann)”, in Musicalisches Lexicon oder Musicalische 
Bibliothec (Leipzig: 1732), edited by Friederike Ramm (Kassel: Bärenreiter, 2001), pp. 414-415; 
Johann Mattheson, “Pachelbel”, in Grundlage einer Ehren-Pforte (Hamburg: 1740), edited by Max 
Schneider (Berlin: Komissionsverlag von Leo Liepmannssohn, 1910), pp. 244-249; Ernst Ludwig 
Gerber, “Pachelbel (Johann)”, in Neues Historisch-Biographisches Lexikon der Tonkünstler, vol. 3 
(Leipzig: 1813), edited by Othmar Wessely (Graz: Akademische Druck und Verlagsanstalt, 1966), pp. 
631-633. 
5 ツェルターからゲーテに宛てた 1824 年 4 月 4 日の書簡。話の文脈から、ここでいうコラールは声楽コラ
ールであることが分かる。Der Briefwechsel zwischen Goethe und Zelter, vol. 2, edited by Max Hecker 
(Frankfurt am Main: Insel, 1987), p. 281. 
6 Johann Pachelbel, Sämtliche Vokalwerke, edited by Wolfgang Hirschmann, Katharina Larissa 
Paech and Thomas Röder (Kassel: Bärenreiter, 2008-2015). 
7 近松博郎「J. パッヘルベルのドイツ語宗教声楽作品研究─パッヘルベル再評価に向けて─」、修士論文（音
楽学）、東京芸術大学、2001 年。 
8 「協奏様式」は文脈において様々な意味を持ちうるが、本論文においては、バロック時代に声楽あるい
は器楽によるアンサンブル群を対比的に用い、劇的な音楽効果を意図した様式の意味で使用する。 
9 Nolte and Butt, op. cit., p. 852.なお最新の研究で確認されている声楽マニフィカトの数は 13 曲である。 
10 創作年代の推定に関しては、楽譜資料の伝承が一つの根拠となっているため、第 2章第 1節で言及する。 
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る。こうした興味深い作品群であるにもかかわらず、これまでパッヘルベルの声楽マニフ
ィカトに焦点をしぼった研究は行われてこなかったのである。 
 
II 
 では声楽マニフィカト以外のパッヘルベル研究はどのような歩みをたどってきただろう
か。前出のノルテとバットによる事典項目には以下のような説明が見られる。「シュピッタ
（1873-80）は、バッハにおいて頂点に達する音楽発展のプロセスにおける彼[パッヘルベ
ル]の役割について深く取り扱った最初の人物であった。」11実際、フィーリップ・シュピッ
タ（1841-1894）の『バッハ伝』第 1 巻（1873）12における詳細な記述は、17 世紀のドイ
ツ・バロック音楽史という観点からパッヘルベルの様式を考察した研究の嚆矢といっても
過言ではない。「パッヘルベルは南方の成果をドイツの中心にもたらし、またそこにあった
諸要素を手中に収め、両者から新しくより高度なものを生み出した」13という記述が示すよ
うに、ここで論じられるパッヘルベルの音楽史上の役割は、南ドイツの音楽様式を中部ド
イツの音楽様式と結びつけた仲介者といったものである。考察の対象となっているのは主
にオルガン・コラールであり、声楽作品への言及はない。パッヘルベルの作品研究と受容
が、以後もオルガン作品中心になされてゆくのには、J. S. バッハとの関連でパッヘルベル
のオルガン・コラール編曲がまず注目を浴びたことと決して無関係ではなかろう。 
 20 世紀初頭には、「デンクメーラー」のシリーズとして相次いで 4 つのパッヘルベル作品
集が刊行された。最初に出たのは鍵盤楽器用『マニフィカト・フーガ』14で、全 94 曲が収
められている。次に出た『ヨーハン・パッヘルベル鍵盤作品集』15には、『アポロの六弦琴』
（1699）の 6 つのアリア、その他の 4 つのアリア、『音楽による死への想い』（1683）から
3 つのコラール変奏曲、6 つのシャコンヌ、4 つのファンタジア、19 の組曲、7 つのフーガ、
さらに息子ヴィルヘルム・ヒエローニムス・パッヘルベル Wilhelm Hieronymus Pachelbel
（1686-1764）の 3 作品が収められている。続く『ヨーハン・パッヘルベル オルガン作品
集』16には 8 つの前奏曲、16 のトッカータ、2 つのファンタジア、19 のフーガ、3 つのリ
チェルカーレ、そして 72 のコラール編曲がみられ、やはり息子ヒエローニムスの作品も収
                                                 
11 Ibid., p. 853. 
12 Philipp Spitta, J. S. Bach, vol. 1 (Leipzig: Breitkopf & Härtel, 1873), pp. 106-116. 
13 Ibid., p. 108. 
14 “Johann Pachelbel. 94 Compositionen zumeist Fugen über das Magnificat für Orgel oder Clavier”, 
edited by H. Botstiber and M. Seiffert, Denkmӓler der Tonkunst in Ӧsterreich, VIII/ 2 (Wien: Artaria, 
1901). 
15 “Klavierwerke von Johann Pachelbel”, edited by A. Sandberger and M. Seiffert, Denkmӓler der 
Tonkunst in Bayern, II/ 1 (Leipzig: Breitkopf & Härtel, 1901). 
16 “Orgelkompositionen von Johann Pachelbel”, edited by M. Seiffert, Denkmӓler der Tonkunst in 
Bayern, IV/ 1 (Leipzig: Breitkopf & Härtel, 1903). 
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められている。最後に出版されたのが『17 世紀後半のニュルンベルクの巨匠たち 宗教コ
ンチェルトと教会カンタータ』17であり、パッヘルベルの 2 作、すなわちモテット《慰めた
まえ、神よ、我らが救い主よ Tröste uns, Gott, unser Heiland》PWV 1112 とコラール・カ
ンタータ《神の御業こそいとよけれ Was Gott tut, das ist wohlgetan》PWV 1217 のほか、
パウル・ハインライン Paul Heinlein（1626-1686）、ハインリヒ・シュヴェンマーHeinrich 
Schwemmer（1621-1696）、ゲオルク・カスパール・ヴェッカーGeorg Caspar Wecker
（1632-1695）、ヨーハン・フィーリップ・クリーガーJohann Philipp Krieger（1649-1725）、
その弟ヨーハン・クリーガーJohann Krieger（1652-1735）の作品が収められている。こ
れらデンクメーラーの作品集では、それぞれの序文が充実しており、とくに最後の曲集で
は 17 世紀後半におけるニュルンベルクの音楽状況全般にも考察が広げられ、作品を楽譜と
して広めるのみならず、音楽史研究としての土台がより豊かにされていったことが重要で
ある。 
 20 世紀半ばに、11 曲のマニフィカトを含む計 27 曲のパッヘルベルの声楽作品のみを収
めた『テンベリー手稿譜』が改めて注目を浴びたことは、その後の声楽作品研究を大いに
刺激した18。1952 年には早くもウッドウォードがこの資料に収められた全曲の分析を行な
っている19。H. H. エッゲブレヒトは 1954 年の論文20において、当時の研究状況を踏まえ
つつパッヘルベルの声楽作品を概観し、「ホモフォニックなデクラメーションによる曲付け
（および二重合唱書法）」「自由主題による模倣（「フーガ」）」「定旋律に基づく作曲（コラ
ール編曲技法）」の 3 つの様式が交代で現れると述べた。また、その時点で知られていた全
声楽作品に 71 番までの作品番号付けを行なっている。限定的にではあるものの、パッヘル
ベル自筆の特徴、楽譜の透かし模様、マニフィカト演奏に関わる聖ゼーバルト教会の礼拝
規定にも言及した、極めて包括的な論考である。この論文は、この直後彼が校訂者となっ
て刊行が開始された『パッヘルベル声楽作品集』の準備でもあった21。1967 年には F. クル
ムマッハーがドイツ語声楽作品に関する論文を出し、資料情報についてエッゲブレヒトの
補足を行ないつつ作品のいくつかを分析し、パッヘルベル作品様式のさらに実証的な考察
を試みている22。 
                                                 
17 “Nürnberger Meister der zweiten Hälfte des 17. Jahrhunderts: Geistliche Konzerte und 
Kirchenkantaten”, edited by M. Seiffert, Denkmӓler der Tonkunst in Bayern, VI/ 1 (Leipzig: 
Breitkopf & Härtel, 1905). 
18 同手稿譜の詳細については第 2 章第 1 節を参照。 
19 Henry Woodward, A Study of the Tenbury Manuscripts of Johann Pachelbel, Ph. D. diss., Harvard 
University, 1952. 
20 Hans Heinrich Eggebrecht, “Johann Pachelbel als Vokalkomponist”, Archiv für Musikwissenschaft 
11/2 (1954): 120-145. 
21 Johann Pachelbel. Das Wokalwerk, edited by H. H. Eggebrecht (Kassel: Bärenreiter, 1954 ff.). ただ
し、このシリーズはパッヘルベルの全声楽作品を刊行するには至らなかった。 
22 Friedhelm Krummacher, “Kantate und Konzert im Werk J. Pachelbels”, Die Musikforschung 20/4 
(1967): 365-392. 
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1998 年にキャスリン・ウェルターがハーヴァード大学に提出したパッヘルベルに関する
きわめて包括的な博士論文23が、さらに大きなはずみをつけたことは間違いない。この論文
でウェルターはパッヘルベルの伝記的資料を再考し、教育者としてのパッヘルベル像に改
めて焦点を当てた。現存する楽譜資料を網羅的かつ詳細に検討し、自筆の特徴も浮かび上
がらせ、全作品をいくつかのジャンルに分類した。各ジャンルを代表する作品についての
楽曲分析も手掛けている。付録として全作品の目録も作成され、新たに独自の作品番号
（Pachelbel Census＝PC）を付し、手稿譜と出版譜の詳細なデータを提供した。論文のタ
イトル通り、これによりオルガニスト、教育者、作曲家としてのパッヘルベルの活動全体
が近代的な研究手法で洗いなおされ、活動と作品の全体が見通しよく整理されたといえる。
2006 年には宗教声楽作品、すなわちモテット、カンタータ、イングレスス、マニフィカト
についての詳細な博士論文24がカタリーナ・ペークによって出された。彼女は現存する宗教
声楽作品の手稿譜を手掛かりに、ウェルター以上に精密な筆跡鑑定と楽譜の透かし模様の
調査を行った。その結果、現存するパッヘルベルの自筆による宗教声楽作品は 4 曲である
と結論付けるとともに、これまで自筆と考えられてきたラテン語作品の多くが息子カー
ル・テオドールによる筆写譜であると推定し、さらにパッヘルベル作とされてきたカンタ
ータ 1 曲がカールの作品であることを突き止めた。これらの成果をふまえ、ペークもパッ
ヘルベルの声楽作品を再整理して独自の番号付け、パッヘルベル作品目録番号（PWV）を
付している25。 
この後、ペークはヴォルフガング・ヒルシュマン、トーマス・レーダーと共に校訂者を
務め、2008 年から 2015 年にかけてベーレンライター社より世俗作品も含めた声楽作品全
集26の刊行を完結させたのである。また、オルガン作品に関しても 1999 年からミヒャエル・
ベロッティによる全集版27の刊行が開始され、第 6 巻を飛ばして、2011 年に最終巻の第 8
巻までが出揃った。 
これらの先行研究は、今後の研究の導入の役割を果たすものがほとんどで、特に様式面
については、パッヘルベルの声楽作品全体にほぼ共通する一般的特徴を述べるにとどまる
ものが多い。たとえばエッゲブレヒトはカンタータについて「それらすべての作品は崇高
さと生命力、また同様に力と繊細さに満ちており、とりわけ旋律的で歌いやすい声部の流
                                                 
23 Kathryn Jane Welter, Johann Pachelbel: Organist, Teacher, Composer. A Critical Reexamination of 
His Life, Works, and Historical Significance, Ph. D. diss., Harvard University (Ann Arbor: UMI, 
1998). 
24 Katharina Larissa Paech, Johann Pachelbel. Geistliche Vokalmusik, Ph. D. diss., Universität für 
Musik und darstellende Kunst Graz, 2006. 
25 本論文では、基本的にペークの作品目録番号を用いることとする。 
26 注 6 を参照。 
27 Johann Pachelbel, Complete Keyboard Works for Keyboard instruments, edited by Michael Belotti 
(Colfax, North Carolina: Wayne Leupold, 1999 ff.).  
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れによって特徴づけられる」28と述べ、モテット《主に向かいて新しき歌を歌え Singet dem 
Herrn》PWV 1111 については「質素な響きの美しさと平易な歌いやすさゆえに、何度とな
く礼拝の歌唱に用いられた」29と説明している。またペークも、創刊を間近に控えたパッヘ
ルベル声楽作品全集の出版告知を兼ねた雑誌記事のタイトルで、「爽快な響きの美しさ」と
いう表現を用いている30。 
 パッヘルベルの声楽作品によく用いられる「歌唱性」「簡素さ」「響きの美しさ」といっ
たキーワードが、作品の一般的特徴を正しく表現していることは疑いない31。しかしこうし
た概説的な論考においてその一側面が度々語られてきた結果、それがイメージとしてなか
ば定着し、パッヘルベルの声楽作品にみられるそれ以外の特徴について注意が向けられに
くくなった面は否めないのではないだろうか。筆者の考えでは、上記の特徴の外にある側
面をもっとも豊富に体現しているジャンルが声楽マニフィカトである。そうした意味から
も、今回新たにこのジャンルに的を絞って様式研究を行なうことの意義があると考えられ
るのである。 
 実のところ、パッヘルベルの声楽マニフィカトの様式を分析した研究例もいくつかみら
れる。前述のとおり、ウッドウォードは『テンベリー手稿譜』に収められた全曲の分析を
試みている。これには、この手稿譜に収められているパッヘルベルの声楽マニフィカト 11
曲が含まれる。彼の声楽マニフィカト分析は詳細なもので、そのためにほぼ 100 ページを
費やしている32。ウッドウォードはパッヘルベルの声楽マニフィカトの概要を述べ、短い作
品についてはミュールハウゼンのオルガニスト、ヨーハン・ルードルフ・アーレ Johann 
Rudolph Ahle（1625-1673）のマニフィカト（1657）と共通する部分があることを指摘す
る33。またパッヘルベル作品について、「歌詞の分割に関しては様々な作品で極めて多様な
プランがとられているので、すべてにあてはまる概論を述べるのは不可能である」34とし、
歌詞表現についていくつかの例を確認したのちに、11 曲のマニフィカトについて一曲ずつ
解説を続ける。同じ歌詞を持つ作品について繰り返し細かく説明を続けるこの手法につい
て、彼自身「読者に過度の忍耐力を課した」としながらも、「各作品の内的多様性と個々の
                                                 
28 Eggebrecht, op. cit., p. 121. 
29 Ibid., p. 122. 
30 K. L. Paech, “Erfrischend Klangschön. Die geistliche Vokalmusik Johann Pachelbels”, Musik und 
  Kirche März/ April (2006): 2. 
31 これらの特徴は、特にパッヘルベルのモテットについて当てはまる。そして、モテットはパッヘルベル
の声楽作品でも人気を博してきたジャンルである。この状況についてヒルシュマンは以下のように的確
に述べている。「エッゲブレヒト版の[モテット]《今こそみな神に感謝せよ》（PWV 1109）が 2008 年の
時点で 21 刷を数えていることを考えれば、なぜ声楽曲作曲家としてのパッヘルベルの一般的なイメージ
がこんにちまで彼のモテットによって強く支配されてきたのかが理解できる。」Johann Pachelbel, 
Motetten, edited by W. Hirschmann, Johann Pachelbel sämtliche Vokalwerke, vol. 10 (Kassel: 
Bärenreiter, 2013), p. VIII. 
32 Woodward, op. cit., pp. 173-269. 
33 Ibid., p. 174. 
34 Ibid., p. 177. 
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特性により、このアプローチが望ましくまた必要だった」と説明する35。声楽マニフィカト
の分析を総括する箇所でも、ウッドウォードは再度各曲について短くコメントし、全曲を
通じての特徴を無理に抽出することは避けている。そしてこのように多様なマニフィカト
を生み出した作曲者について「ここで議論したマニフィカト全体は、単なる善意と卓越し
た技術を用いるのではなく、天才的洞察力を備え、ありふれた着想にさえ歌詞が持つ高度
な荘厳さにかなった崇高さと力をもたらす敬虔な精神を持った人物によって作曲されたと
感じざるを得ない」36と述べ、第一に歌詞の表出のために創意を尽くして真摯に取り組む、
才能ある作曲家としてのパッヘルベル像を描き出している。 
 パッヘルベルの 11 曲の声楽マニフィカトを特定の特徴のもとに集約するのではなく、そ
れぞれの多様性をそのままに記述したウッドウォードの手法は、誠意あるものといえるだ
ろう。陳腐に響くかもしれないが、各曲が示す並外れた「多様性」は、パッヘルベルの声
楽マニフィカト創作を理解する上での重要なファクターであると筆者も考えている37。しか
しながら、一曲一曲を並列的に論じた結果、各曲の比較対照がしづらくなっているのが、
ウッドウォードの研究の最大の難点といえる。 
 17 世紀のルター派礼拝における声楽マニフィカトを幅広く扱ったショルツの研究は大変
意欲的なものである。彼は 17 世紀の声楽マニフィカトを概観したのち、以下のような分類
を提示している38。 
 
    I. 単純書法（ほぼ一音ずつの曲付け） 
II. 古様式の単一合唱書法（聖歌の朗唱やオルガン演奏との交唱、あるいは全節が 
  ポリフォニックに作曲されたもの） 
III. 複合唱書法 
IV. 協奏的書法（カンティクム定型を伴うものおよび伴わないもの） 
V. カンタータ書法（より拡大され独立した楽章、明白な調性、一つの楽章で一つの 
  アフェクト、特定の言葉に用いられるバロックの慣例的モティーフ など） 
 
                                                 
35 Ibid., p. 265. 
36 Ibid., p. 266. 
37 これに対し、パッヘルベルの声楽モテットにはこうした多様性は見られない。むしろヒルシュマンは「現
存する 11 曲の明らかに同質的な様式上のひな型は目を引くもので、まるで作曲上の一つの根本理念によ
る変奏曲のようだ」と述べている。Johann Pachelbel, Motetten, edited by W. Hirschmann, Johann 
Pachelbel sämtliche Vokalwerke, vol. 10, p. VIII. 
38 Robert Victor Scholz, 17th-Century Magnificats for the Lutheran Service, Ph. D. diss., University of 
Illinois, 1969 (Ann Arbor: University Microfilms International, 1978), p. 148 ff. 
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17 世紀の一般的な声楽様式の変遷に則ったこれらの分類は、声楽マニフィカトの区分につ
いても一定の筋道を示しており、有効なものといえよう。この論文の最終章で彼は、メル
ヒオール・フランク Melchior Franck（ca. 1579-1639）がコーブルクで 1622 年に出版した
『Laudes Dei vespertinae 晩課のための神の賛歌集』第 1 部に収められた 8 つの旋法によ
る声楽マニフィカトを概観するとともに、パッヘルベルの声楽《マニフィカト変ロ長調》
PWV 1514 の分析を行なっている（各作品のトランスクリプションも付録として付けられ
ている）。パッヘルベルの作品は楽章区分があり、17 世紀後期のカンタータ風マニフィカト
の代表例として取り上げられているが、対するフランクのマニフィカトはドイツ語で、し
かもパッヘルベルのものと創作時期にもだいぶ隔たりがある。ショルツの主眼は両者の比
較研究ではない。彼がパッヘルベル作品のトランスクリプションを作成しここで論じる趣
旨は、「その音楽作品としての価値ゆえに、パッヘルベルのもっとも長大なカンティクム作
品を研究と演奏に供したいという希望」39であると述べられている。とはいえ、彼の分析は
図表を用いて曲の構造を分かりやすくし、その結果、同マニフィカトについて以下のよう
な特徴を抽出している40。 
 
  ・この作品の理解には、部分を全体と結びつける調関係が非常に重要になる 
  ・調が異なる楽章間の主要な関係は平行調である[この作品では変ロ長調とト短調] 
  ・ほとんどの楽章は I – IV – V – I のカデンツで終わり、曲尾の調的中心を打ち立てる 
 
ショルツが PWV 1514 に認めた上記 3 つの特徴は、いずれも妥当なものといえる。こうし
た特徴が、パッヘルベルの他の声楽マニフィカトにも見られるのか、本研究を通じて検証
できればと思う。各楽章のカデンツに注目し、楽曲の区分の仕方と、それぞれの楽章の調
関係から浮かび上がる構造をもとに作品を理解する手法は、この時代の楽曲を分析する際
の王道といえるかもしれないが、今回の研究でも用いたい。その手法でパッヘルベルの他
の声楽マニフィカトや、同時代の他の作曲家による声楽マニフィカトも分析し、図式化し
て様式の比較対照を行うことが、本研究の骨子となる。 
 最後にウェルターの分析について述べたい。先にも述べたように、ウェルターの博士論
文はパッヘルベルの生涯から楽曲の全体までを洗いなおす、極めて包括的なものである。
このうち第 9 章が声楽マニフィカトにあてられ、楽曲分析にも踏み込んでいる41。彼女の研
究で特筆すべきは、パッヘルベルがオルガニストを務めていた聖ゼーバルト教会の礼拝を
詳細に検討したことである。ゼーバルト教会の礼拝規定はすでにエッゲブレヒトも参照し
                                                 
39 Ibid., p. 175. 
40 Ibid., p. 176 ff. 
41 Welter, op. cit., pp. 247-285. 
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ていたが、彼女はパッヘルベル自身が記した同教会の礼拝におけるオルガニストのための
手引、『明確な指南書 Deutliche Anweisung』を新たに参照し、ゼーバルト教会の晩課がパ
ッヘルベルの声楽マニフィカト上演の場であったことを改めて力強く実証している42。作品
については、全 13 曲を一覧表にまとめて、楽曲形式、声楽パートのテクスチュア、楽器の
扱い、調等を分かりやすくしている43。また個別には、ニ長調 PWV 1508、ト長調 PWV 1512、
変ホ長調 PWV 1509 の 3 曲を取り上げ、それらの特徴を説明している。ウェルターが全 13
曲を総覧して述べている点には以下のものがある44。 
 
  ・11 曲が協奏様式で、2 曲がモテット様式（通奏低音のみを伴奏とする） 
・全体が 13 の部分に分かれるものがもっとも多く、それに前奏部分がつくこともある 
  ・約半分のマニフィカトは器楽前奏が先行し、しばしばスコアに「ソナタ」と記載さ
れる。長さは通常 8小節から 32小節で、声楽のテーマ素材を先取りすることもある。 
  ・ヘ長調 PWV 1510、ト短調 PWV 1513、ト長調 PWV 1512 の 3 作は、部分に分かれ
てはいるが、通作され、カンティクムを一つの長い楽章として扱っている 
  ・そのほかに、いくつかの節が一つの楽章にまとめられているものもある 
  ・ハ長調の 2 作 PWV 1503、PWV 1501、変ホ長調 PWV 1509、ヘ長調 PWV 1511、
変ロ長調 PWV 1514 は、ほぼ一つの節で一つの楽章が構成されている 
  ・弦楽器の用法は 17 世紀後期のドイツに典型的なもので、3 つのヴィオルを核とし、
それに 2 つのヴァイオリンが添えられる 
  ・ほとんどの 5 声作品では、弦楽器に加えてオーボエ、トランペット、ティンパニを
用い、音色を追加している 
  ・ファゴットはしばしば独唱部分でオブリガート声部として用いられ、通常は通奏低
音をなぞることなく独自のパートを担う 
  ・器楽パートの機能はだいたい以下の 3 つ 
    ①内声の和声的核となる（たいていはヴィオラ） 
    ②声楽パートに対し独立した旋律を奏する。または声楽パートの動機を導入する
（ヴァイオリンやオーボエといった上声部の場合） 
    ③ホモフォニックな部分で声楽パートをなぞる。あるいは声楽パートに対して複
合唱的コントラストを提示する 
                                                 
42 聖ゼーバルト教会の典礼・晩課については、本論文第 1 章第 3 節を参照。 
43 Welter, op. cit., p. 259. 
44 Ibid., p. 261ff. 箇条書きの順番は内容に応じて並べ替えた。 
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  ・6 曲で 5 声合唱を用い、1 曲では二重合唱スタイルで声部を 10 声に拡大している 
  ・たいてい[曲尾で]カデンツ型を用いて、最後の和音上にフェルマータを置き、次の部
分との区切りがなされる 
  ・他の声楽曲同様、マニフィカトは明確に調性作品で、シンプルな和声を特徴とし、
トニック─ドミナントの関係を用い、ときに平行短調やサブドミナントを使用 
  ・3 作品で定旋律として「カンティクム定型」45が用いられているが、オルガンのため
のマニフィカト・フーガ同様、グレゴリオ聖歌への依拠は希薄 
 
 こうしたウェルターの指摘はいずれも端的に事実を語るものといえる。また、ウェルタ
ーが作成している一覧表は各作品の比較対照に適しており、本研究でもそのコンセプトに
倣いたいと考える。他方、各作品についての指摘がページ数の関係で概略にとどまってい
るのは否めない。本研究では各曲について、もう少し詳しく取り上げて論じることを試み
たい。さらにこうして抽出された諸要素が持つ意味や役割についても考えていきたいと思
う。 
 
III 
 本研究はパッヘルベルの声楽マニフィカト 13 曲すべてを対象とし、ほぼ同時代に作曲さ
れたと考えられる他の作曲家の作品との比較を通じて、パッヘルベル作品の特徴を客観的
に浮かび上がらせようとする初の試みである。研究のプロセスとしては、まず 17 世紀後半
のニュルンベルクの典礼における音楽の用いられ方について確認する。続いてパッヘルベ
ルの声楽マニフィカトを伝える楽譜資料について述べた後、各曲の分析を行なう。各曲の
概要は表にまとめて全 13 曲の比較対照をしやすくし、分析から明らかとなった特徴を総括
する。パッヘルベルとほぼ同時期に活躍した作曲家の声楽マニフィカトとして『ボーケマ
イヤー・コレクション』に収められた作品を概観し、そのうち特にパッヘルベルとの比較
に有用と思われる 2 作について取り上げ論じる。その上で、パッヘルベルの声楽マニフィ
カトと比較対照し、パッヘルベル作品の特性をさらに際立たせることを試みる。このよう
にして得られた成果を踏まえ、パッヘルベルの創作活動と生み出された作品を当時のニュ
ルンベルクにおける典礼、とりわけ晩課というコンテクストに戻し、パッヘルベルの音楽
が担ったと考えられる役割について最後に考察を加えていきたい。 
 これらの研究で改めて明らかとなるのは、パッヘルベルの声楽マニフィカトがそれぞれ
にいかに多様で、またいかに手が込んでいるかということである。詳しくは分析の章でみ
                                                 
45 ウェルターは“Psalm tone 詩篇唱定式’’の語を用いているが、マニフィカトの聖歌旋律は詩篇唱定式より
も幾分装飾的な“Canticle tone カンティクム定型’’で歌われるので、本論では一貫して「カンティクム定
型」の語を用いる。 
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ていくが、彼の作曲家としての熟達ぶりをとりわけ示しているのは、対位法的書法が駆使
されている部分、とくにフーガである。こうした側面はこれまでの研究でも指摘されては
きたが、その一つ一つについて具体的に論じた例は乏しい。今回声楽マニフィカトを題材
とし、その極めて精緻で巧妙な側面を実証的に論じることで、パッヘルベルの作品様式に
関するこれまでの見方をより豊かで、事実に即したものにすることが期待される。このこ
とはさらに、作曲家としてのパッヘルベル像についても新たな視座を提供し、彼がいわゆ
る「学術的な音楽家」として評価されるのにふさわしい知識と技術を持ち合わせていたこ
とを確認することにもつながると思われる。 
 他方、今回の研究でパッヘルベルの声楽マニフィカトの全体像を鳥瞰できるようするこ
とは、17 世紀ドイツのプロテスタント地域における声楽マニフィカト様式史研究にも繋が
っていくものである。早くからパッヘルベルの作品研究に取り組んできた E. ノルテが、J. 
バットと共に執筆担当した事典項目から再度引用する。 
 
ニュルンベルクにおけるプロテスタントの先人たちは、このジャンルで彼が従うべ
き伝統を打ち立ててこなかった。よって彼はウィーンのシュテファン大聖堂で過ご
した日々に立ち返り、1670 年代に間近に接したウィーンやイタリアのカトリックの
音楽語法をプロテスタントのニュルンベルクに持ち込んだ。46 
 
このノルテの洞察は極めて説得力があり興味深いものだが、パッヘルベルのどのような様
式がウィーンやイタリアで活躍したどの作曲家のどのような様式から影響を受けたと考え
られるのかについて、具体的に研究した例はなく、ノルテもこれ以上のことは述べていな
い。そもそも 17 世紀の声楽マニフィカトの様式史研究そのものが、前述のショルツの論文
を除き、まだほとんど行われていないのが現状であるが、今後ぜひとも研究が進められる
べき分野である。本研究は、17 世紀ドイツのプロテスタント都市における声楽マニフィカ
トの実証的様式史研究という観点からも、新たに小さな第一歩を踏み出すものになると思
われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
46 Nolte and Butt, op. cit., p. 852. 
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第 1 章 17 世紀後期ニュルンベルクの教会と音楽 
1. 帝国自由都市ニュルンベルク 
 
 パッヘルベルが生まれ、また後年彼が声楽マニフィカトを作曲し上演した場と考えられ
るニュルンベルクとはどのような都市であったのか、ここで概略を述べておきたい47。 
 ニュルンベルクはドイツと地中海沿岸諸都市を結ぶ商業ルートの要衝に位置し、古くか
ら商業で栄えた。11 世紀初頭、神聖ローマ皇帝ハインリヒ 3 世（在位 1039-1056）によって
建てられた城が街の起源となる。城のある岩山の麓に皇帝の家臣団が居住し、街を東西に
貫くペグニッツ川北側の「ゼーバルト地区」を形成した。ここに定住した家臣団は後にニ
ュルンベルクの支配層、都市門閥へと成長していき、ゼーバルト地区は裕福な市民の生活
区となっていく。一方、ペグニッツ川の南側には手工業者や小商人が居住し、「ローレンツ
地区」が形成される。こちらは一般市民の生活の場となる。 
1219 年にはフリードリヒ 2 世（1194 生、ドイツ王 1212-50、皇帝 1220-50）より都市特許
状を与えられ、「帝国都市」となる。これ以後ニュルンベルクは強力な自治権を有し、市参
事会48に議員を出せる都市門閥が街を治める強固な寡頭政治体制が維持された。しかし、歴
代の神聖ローマ皇帝とニュルンベルクの結びつきは強く、1356 年に発布された「金印勅書」
により新たに即位した皇帝は第 1 回の帝国議会をニュルンベルクで開催することが定めら
れ、この慣例は 16 世紀半ばまで続いた。またこの都市には 1424 年以来「帝国宝物
Reichskleinodien」と呼ばれる冠、笏、宝剣、宝珠などが保管され49、ナポレオンのドイツ侵
攻に際してウィーンへと運び出された 18 世紀末までここに安置された。 
16 世紀に入ると宗教改革の波がニュルンベルクの市民にも押し寄せた。しかし、イタリ
アの人文主義の影響を受けた市参事会の有力者にはルターの教えに共感する者も多くおり、
ニュルンベルクのプロテスタントへの移行は極めて穏やかに進められたといわれる。すな
                                                 
47 ニュルンベルクの歴史に関する本節の内容はおもに以下の文献による。Werner Schultheiß, Kleine 
Geschichte Nürnbergs, 3rd ed. (Nürnberg: Lorenz Spindler Verlag, 1997). 
48 14～15 世紀のニュルンベルクにおける市参事会の構成について池田は以下のように説明している。 
「参事会は大参事会と小参事会に分かれていた。大参事会はゲナンテン（Genannten）と呼ばれる 300 
～400 名のメンバーで構成される。ゲナンテンは都市貴族家門の若手成員や富裕市民、ニュルンベルク
に移住してきた有力者から構成され、市民共同体を形
、
式
、
的
、
に
、
代表した。一方、小参事会は、まず合わせ
て 26 名のコンスル（consules）と参審員（scabini）により構成された。コンスル、参審員がそれぞれ
13名ずつである。彼らはゲナンテンの中から 6～8名の傑出した人物を古参ゲナンテン（Alte Genannten）
に任命し、小参事会における議席と投票権を与えた。また、1370 年以降 8 名の手工業者出身のゲナンテ
ンが小参事会に選出されたが、彼らは実権から除外されていた。 
  都市統治の中枢を担ったのは小参事会であった。ニュルンベルクの軍事・外交、行政、立法、司法に
関する全ての機関や委員会の権限は実質的に小参事会から派生していた。」池田利昭『中世後期ドイツの
犯罪と刑罰 ニュルンベルクの暴力紛争を中心に』 北海道：北海道大学出版会、2010 年、46～47 頁。 
49 Schultheiß, op. cit., p. 41. 
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わち、1525 年 3 月 3 日から 14 日まで公開の宗教討論会が開かれて、ここで市参事会が用意
した 12 のテーマが論じられ、福音派が勝利を収めることによって市の改宗が決定したので
ある50。修道院はカトリックのまま残ることを許されたが、新たな信者の受け入れは禁じら
れ、1596 年に幕を閉じた。 
宗教改革の導入に際して、市参事会は皇帝への配慮をせねばならなかった51。上述の通り
歴代皇帝とのつながりが深かったニュルンベルクのプロテスタント改宗は、カトリックの
守護者たる神聖ローマ皇帝との関係にひびを入れかねないものだったからである。実際、
ときの皇帝カール 5 世（在位 1500-1558）はニュルンベルクの特権を剥奪するとの脅しをか
けており、街に軍隊を差し向ける可能性すらあった52。しかしこうした複雑な政治状況にあ
っても市の参事会は巧みな外交政策によって時代を生き抜き、ニュルンベルクの経済と文
化はこの 16 世紀に大きな発展を見せた。音楽面ではハンス・ザックス（1494-1576）に代表
されるマイスター・ジンガーたちの活動がことに有名であるし、美術の分野でも画家のア
ルブレヒト・デューラー（1471-1528）、彫刻家のファイト・シュトース（1450 以前-1533）
らが今日に残る名作をこの時代に生み出している。 
1600 年頃までには市の人口が約 40,000 人に達し、ドイツ最大の都市の一つとなった53。
特に当地の出版業や楽器製造の優れた技術は音楽文化の隆盛にも大きく貢献した。三十年
戦争の戦禍はニュルンベルクにも及んだが、音楽家たちへの支払いが滞ることもなく、比
較的恵まれた環境が保たれた。戦争が終結した翌年の 1649 年 9 月 25 日には終戦を祝って
特別に大掛かりな音楽付きの晩餐会が市庁舎のホールで開かれた。音楽の詳細は不明だが、
聖ローレンツ教会オルガニストであったジークムント・テオフィル・シュターデン Sigmund 
Theophil Staden（1607-1655）による指揮のもと、歌手 21 人、器楽奏者 18 人、オルガニスト
4 人の計 43 人もの音楽家が演奏に加わった大規模なものだったとされる54。1668 年にはオ
ペラ劇場も建設され、1685 年にはヨーハン・カスパール・フェルディナント・フィッシャ
ーJohann Kaspar Ferdinand Fischer（ca. 1656-1746）のオペラが、また 1697 年には J. S. カッ
サーの指揮でジョヴァンニ・バッティスタ・バッサーニ Giovanni Battista Bassani（ca. 
1657-1716）の《アラリック》、アントーニオ・ジャンネッティーニ Antonio Giannettini
                                                 
50 早川朝子「ニュルンベルク市当局の再洗礼派理解と市の平和」、国際基督教大学学報 3-A『アジア文化研
究』 別冊 11 号、2002 年、274 頁。 
51 Schultheiß, op. cit., p. 49. 
52 Bridget Heal, The Cult of the Virgin Mary in Early Modern Germany. Protestant and Catholic Piety, 
1500-1648 (Cambridge: Cambridge University Press, 2007), p. 105. 
53 バロック時代のニュルンベルクと音楽については以下を参照。Harold E. Samuel, The Cantata in 
Nuremberg during the Seventeenth Century, Ph. D. diss., Cornell University, 1963 (Ann Arbor: UMI 
Research Press, 1982), pp. 3-13. 竹内ふみ子「都市と教会音楽─3) 南ドイツ」、バロック音楽研究会編
『教会カンタータの成立と展開』 東京：アカデミア・ミュージック、1995 年、38～40 頁。 
54 ハロルド・エウジェーン・サミュエル「ニュルンベルク」、樋口隆一訳、『ニューグローヴ世界音楽大事
典』 東京：講談社、1994 年、第 12 巻 292 頁。 
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（1648-1721）の《ヘルミオネ》が上演されたことが分かっている55。 
音楽活動を牽引したのは教会のオルガニスト達と、市の「音楽監督 Director chori musici/ 
Kapellmeister」であった。このポストはニュルンベルク出身のハンス・レーオ・ハスラーHans 
Leo Hassler（1562-1612）のために創設されたとも考えられ56、彼は 1601 年から 1604 年まで
この地位にあった。音楽監督は市のすべての教会音楽とその他の音楽の管理指導し、市に
雇用された 15 人ほどの器楽奏者を統括する責任者でもあった57。しかしながらその後この
ポストに就いたのは必ずしも市の主要な音楽家とは限らず、1636 年まで同職にあったマテ
ィアス・ニコライは市の査定官であった。その後 1644 年まで音楽監督を務めたヨーハン・
アンドレーアス・ヘルプスト Johann Andreas Herpst（1588-1666）はフランクフルトの音楽監
督も務めた高名な音楽家であったが、彼の後を継いだゲオルク・ヴァルヒは市のバス歌手
であった。彼が死去した 1656 年以降、同職は聖ゼーバルト教会付属ラテン語学校教師のハ
インリヒ・シュヴェンマーとエギディウス教会オルガニスト（のち聖ゼーバルト教会オル
ガニストに転任）であったパウル・ハインラインの二人体制で維持された58。 
二つの教区教会である聖ゼーバルト教会と聖ローレンツ教会のオルガニストの地位はと
りわけ高く、聖ゼーバルト教会オルガニストのポストは収入の面でも権威の面でも音楽家
たちの憧れの的であった59。1695 年 4 月 20 日、パッヘルベルのかつての師であった聖ゼー
バルト教会オルガニストのゲオルク・カスパール・ヴェッカーが没すると、当時ゴータ市
でオルガニストを務めていたパッヘルベルが後任として迎えられた。このときの人選は特
例的な措置で行われ、この名誉あるオルガニスト職に就任する際に通常行われる試験は特
別に免除された。こうしてパッヘルベルが故郷ニュルンベルクに戻ったとき、街にはパッ
ヘルベルが大規模な声楽作品を上演し、辣腕をふるう音楽的環境が十分用意されていたと
いえる。 
 
2. 二つの教区教会と聖母教会 
 
 当時のニュルンベルクの音楽生活に教会が果たした役割の大きさは前節から窺われよう。
中でも特に重要な役割を担ったのは二つの教区教会、すなわち聖ゼーバルト教会と聖ロー
レンツ教会であった。それに続くのが聖母教会（またはマリア教会）、新救貧院教会（また
                                                 
55 Samuel, op. cit., p. 10. 
56 サミュエル、前掲書、291 頁。 
57 竹内ふみ子、前掲書、39 頁。 
58 サミュエル、前掲書、291 頁。 
59 ニュルンベルクは伝統的にオルガニストが音楽活動で主導的役割を果たした。竹内ふみ子、前掲書、40
頁参照。「カントル」の名はほとんど資料に見られない。シュヴェンマーの肩書は“Scholae Sebaldinae 
Collega”である。Samuel, op. cit., p. 52 参照。 
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は聖霊教会）、聖ヤーコプ教会、聖エギディウス教会であり、さらに 10 の小さな教会・礼
拝堂が存在した60。ここでは二つの教区教会と聖母教会について、おもに音楽との関わりか
ら述べていきたい。 
 1219 年に都市特許状を与えられると、人々は教区教会を持ちたいと考えるようになった。
これが聖ゼーバルト教会建設の契機と推測されている61。名称は、11 世紀に活躍し人々の
病を治すなど数々の奇蹟を起こしたと伝えられ、のちに聖人に列せられた聖ゼバルトゥス
にちなむ。記録の上で同教会について初めて触れられたのは 1255 年のことである。15 世
紀には二つの尖塔も据え付けられ、教会の荘厳な姿は市内でもひときわ威容を誇るものと
なった。 
 現在聖堂内には聖母マリアをはじめ、宗教改革以前に寄進されたおびただしい数の聖像
が飾られているが、興味深いのはこれらが宗教改革の際にも取り外されることはなく、基
本的に現在まで変わることなく保持され続けたことである。宗教改革の時期にドイツ国内
外のプロテスタント都市で生じた聖像破壊の動き62は、ここニュルンベルクではほとんどみ
られず、聖堂内の内装はこんにちでもほぼ 1525 年以前の状態を反映しているのである63（図
1 参照）。1538 年にイギリス人カトリック教徒のトーマス・ゴールドウェルが南ドイツを旅
し、ニュルンベルクに立ち寄った際には、父に宛てた手紙の中で、この街の教会が聖像に
満ちた美しい教会だと報告している64。加えて、次節で述べる聖ゼーバルト教会の 17 世紀
の礼拝規定からも、典礼の多くの部分がカトリック的要素を色濃く残していたことが分か
る。こうした寛容な宗教政策、あるいは極めて保守的なニュルンベルクの地域性は、後に
パッヘルベルの音楽活動を考察する際にも踏まえておくべき重要な側面と思われる。 
 
 
 
 
                                                 
60 Samuel, op. cit., p. 4. 
61 Hans-Martin Barth, Die Sebalduskirche in Nürnberg (Königstein: Hans Köster 
Verlags-buchhandlung, 2007), p. 2. 
62 当時の状況について田辺は「例えば 1554/55 年に制定されたコーブルク市やアイスフェルト市の規定に
は、全ての『偶像的な』像は破棄されるべきことが記されている。また 1555 年のゴータ市の規定では『聖
書の物語りに依らない、偶像的・教皇派的像』が聖堂から取り払われるべきこと、とある。しかしなが
ら、これらのテクストには『偶像的』、あるいは『教皇派的』な像が実際にどのような像を指し、『聖書
による像』との間にどこで境界が引かれるのかについては、記述がない。」と述べている。（田辺幹之助
「冠のついた袋──宗教改革とドイツの聖堂内装について」、『バッハ全集』第 10 巻 東京：小学館、1998
年、137 頁）。聖像撤去・破壊の動きはしばしば拡大し、ニュルンベルクでも実際には聖母マリア像の扱
いを巡っての複雑な経緯があった。このことについては田辺の論考全体を参照。 
63 Schultheiß, op. cit., p. 49. 
64 Heal, op. cit., p. 108. 
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〔図 1〕 聖ゼーバルト教会 
ヨーハン・ウルリヒ・クラウス（1693 年） 
（ヨーハン・アンドレーアス・グラーフの下絵による銅版画） 
Germanishces Nationalmuseum, Graphische Sammlung, Nürnberg 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
20 
 
 聖ローレンツ教会は、もう一つの教区教会として一般の人々に近い立場で重要な役割を
果たしていたとみられ、1250 年頃、聖人ラウレンティウスを祀っていた礼拝堂の跡地に建
設が始められたと推測される65（図 2 参照）。この教会のオルガニストもニュルンベルクの 
音楽活動に重要な貢献をした人物が多く、特に本章第 4 節で扱うダーヴィト・シェートリ
ヒ David Schedlich（1607-1687）が残した《ドイツ語によるマニフィカト》は、ニュルン
ベルクにおけるパッヘルベルの一世代前の作曲家による現存する唯一の声楽マニフィカト
として貴重な資料である。 
その特別な位置づけのためにある意味でもっとも興味深いのが、市の中央市場に面した
聖母教会である66。もともとこの周辺はユダヤ人の居住地であったが、同地に目をつけた市
の当局は皇帝カール 4 世の許可を得て、1349 年にこの場所にいたユダヤ人を追放する。こ
こにあったシナゴーグの跡地に建てられたのが聖母教会であった。カール 4 世がこの教会
を計画した当初の目的は、帝国宝物の安置場所としてであった。しかし、前節で述べたよ
うに、実際にニュルンベルクに宝物が移されたのは 1424 年になってからであり、場所も聖
霊救貧院教会とされた。カール 4 世はこの教会を神の母だけでなく、その子イエス・キリ
ストにも捧げるものとした67。内部には聖母マリアへの賛美をテーマにした絵画も多く見ら
れる。 
 さらに特筆すべきは、音楽監督ハスラーの時代に聖母教会で確立された「日曜の夕べの
音楽会」である。これは聖母教会の晩課の中で行われた、音楽監督による大掛かりな演奏
会といえ、ハスラーは 1608 年に出版した『聖歌集─詩編と宗教歌曲』の序文で、同聖歌集
は「特に聖母教会で歌われた」作品を収めていると述べている68。この音楽会についてサミ
ュエルは以下のように説明する。 
 
   聖母教会は、聖歌隊を持つラテン語学校を所有69しなかったばかりか、聖餐式を行わ
ない唯一の教会であった。市参事会は、同教会で日曜の午後に行われた演奏会のた 
                                                 
65 Georg Stolz, “St. Lawrence Nuremberg”, translated by Dorothy Ann Schade-Maurice and Margaret 
Marks, DKV Art Guide, 316/2, 9th ed. (München: Deutsche Kunstverlag), p. 2. 
66 聖母教会の歴史については以下を参照。Robert Leyh, Die Frauenkirche zu Nürnberg, (München: 
Verlag Schnell＆Steiner, 1992). 
67 15 世紀に書かれたニュルンベルクの年代記は、ユダヤ人が追放されて教会が建てられた目的について別
の説明をする。つまり、当時のニュルンベルク市民が聖母マリアのための教会が必要と考え、またイエ
スの母はユダヤ人が近くに住むことを望まないであろうと考えたということである。もっともこの説明
は、15 世紀におけるマリア崇敬の高まりの中で生まれた後付けの理由であった可能性も否定できない。
Heal, op. cit., p. 43 を参照。 
68 サミュエル、前掲書、291 頁。 
69 この訳文には注意が必要である。ラテン語学校は教会に附属するのではなく、通常は市に帰属した。ま
た、学校の生徒は全員がそのまま礼拝における聖歌担当要員であって、生徒の一部から特別に聖歌隊が
編成されるのではない。 
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〔図 2〕 聖ローレンツ教会 
ヨーハン・ウルリヒ・クラウス（1685） 
（ヨーハン・アンドレーアス・グラーフの下絵による銅版画） 
Germanishces Nationalmuseum, Graphische Sammlung, Nürnberg 
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〔図 3〕 聖母教会 
ヨーハン・ウルリヒ・クラウス（1696） 
（ヨーハン・アンドレーアス・グラーフの下絵による銅版画） 
Germanishces Nationalmuseum, Graphische Sammlung, Nürnberg 
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めに、特別の基金を供給した。ここでは聖書の朗読は行われたが、説教は行われな
かった。この演奏会は「最高楽長」[音楽監督]によって指揮され、出演者としては他
の教会のオルガニスト、市が雇った器楽奏者と歌手、各教会附属聖歌隊の優秀な歌
手と実習生らが、一体となって加わった70。 
 
パッヘルベル時代にこの音楽会がどのような形態で存続していたかは不明だが、このよう
に大規模な演奏を行なえる場が聖母教会にあったことは注目に値しよう。筆者は、パッヘ
ルベルの声楽マニフィカトのうち、とくに編成の大きなもの（たとえば、二重合唱と二重
オーケストラを必要とするものや、通奏低音のほかにオルガンのオブリガートが加わるよ
うな作品）は、この聖母教会における日曜晩課の音楽会が上演の場であった可能性を考え
ている71。少なくとも各教会のオルガニストや音楽監督はそれぞれ協力関係にあったと考え
られ72、市内の教会でオルガニストが異動することも多い（パッヘルベル時代の各教会のオ
ルガニスト一覧は〔表 1〕を参照）。作品上演の場を、各オルガニストが奉職する教会に限
定せず、それ以外の可能性を残しておく必要はあるように思われる。だが、パッヘルベル
の声楽マニフィカトが聖ゼーバルト教会以外で演奏された可能性を資料的に実証すること
は、現時点では不可能である。本論文ではあくまで聖ゼーバルト教会を演奏の場として想
定し、論考を進めていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
70 同前。 
71 ペークも、パッヘルベルがいくつかの作品をこの聖母教会の典礼用に書いた可能性はあると述べている。
Paech (2006), op. cit., p. 150. 
72 たとえば、1697 年の聖母教会の楽器目録には以下のような記述がみられる。「前回の[1693 年の]目録に
あった 2 台のヴィオラ・ダ・ガンバはもともと聖ゼーバルト教会にあったもので、あちらのオルガニス
ト、ヨーハン・パッヘルベルが再びあちらに持って行った。」この記述はむろん、パッヘルベルが楽器を
手元に集め、あくまで聖ゼーバルト教会での音楽活動を充実させようとしていたことを物語るものと読
むこともできる。Johann Pachelbel, Concerti I, edited by Thomas Röder, Johann Pachelbel sämtliche 
Vokalwerke, vol. 7 (Kassel: Bärenreiter, 2010), p. X 参照。 
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〔表 1〕 17 世紀後半のニュルンベルクにおける主要な教会のオルガニスト73 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
73 Seiffert (1905), op. cit., p. XXI の表を基に、筆者が一部を改訂した。 
聖ゼーバルト教会 聖ローレンツ教会
聖母教会
（聖マリア教会）
1658.  Nach Val. Dretzel's Tod
           P. Hainlein ✝1686.
1655.  Nach S. Th. Staden's Tod
           Dav. Schedlich ✝1687.
1654-57.  G. C. Wecker (1658 nach
                Egidien).
1686.  G. C. Wecker ✝1695. 1687.  A. M. Lunßdörffer ✝1694. Um 1660.  Dan. Braun.
1695.  J. Pachelbel ✝1706. 1694.  J. Löhner ✝1705. 1679-?.   J. Löhner.
1706.  J. Sigm. Richter ✝1719. 1705.  W. Förtsch ✝1743.
  ?     A. M. Lunßdörffer (1686 nach
         Egidien).
1719.  W. H. Pachelbel ✝1764.
1686.  B. Schultheiß (1687 nach
           Egidien).
1687.  J. S. Richter (1693 nach
          Egidien).
1693-97.  Nik. Deinl.
聖エギディウス教会 聖ヤーコプ教会
新救貧院教会
（聖霊教会）
1655.  An J. E. Kindermann's Stelle
           P. Hainlein (1658 nach Sebald).
1656.  Wolfg. Lauer.
1637-1655.  D. Schedlich (1655 nach
                    Lorenz).
1658.  G. C. Wecker (1686 nach
           Sebald).
1706.  W. H. Pachelbel (1719
           nach Sebald).
??
1686.  A. M. Lunßdörffer (1687 nach
           Lorenz).
1689.  Joh. Löhner (1694 nach Lorenz).
1687.  B. Schultheiß ✝1693. 1697.  N. Deinl.
1693.  J. S. Richter
(1696 brennt die Kirche ab).
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3. 聖ゼーバルト教会における晩課の諸相 
 
パッヘルベル時代の聖ゼーバルト教会における典礼について記した資料は複数現存して
おり、比較的恵まれた状況にある。以下の三つの資料がそれにあたる。 
 
① 1664 年刊行の礼拝規定74 
② 1697 年の礼拝規定75 
③ 『明確な指南書』76 
 
序で述べた通り、当時の聖ゼーバルト教会の典礼についてはこれらの資料をもとにウェル
ターがすでに詳しく論じている。ここでは、これら三つの 1 次資料について簡単に紹介す
るとともに、ウェルターの研究に沿って当時の典礼、とくにマニフィカトが歌われた晩課
の様相を確認しておきたい。 
最初の二つの資料は礼拝の詳細に関するラテン語資料であり、読解は容易でない。しか
し資料①についてはヘーロルトによるドイツ語訳があり77、ウェルターもそれに基づいて晩
課の箇所を英訳している78。さらに原文ラテン語のトランスクリプションもヒルシュマンに
よって作成されている79。資料②に関しては不明な点が多い。この資料の名を最初に挙げた
のはおそらくエッゲブレヒトであり80、ウェルターは資料①と資料②の両方がヘーロルトの
文献における礼拝に関する記述に反映されていると書いているが81、同文献に掲載されてい
るのはあくまでも資料①の礼拝規定のドイツ語訳である82。残念ながら今回筆者は資料②の
現物にもあたることはできなかったので、その内容は未確認である。よって今回はまずヘ
                                                 
74 Officium sacrum, quod in aede D. Sebaldi Norimbergensium primaria singulis anni diebus exhiberi 
solet: cum Introitibus, Tractibus, Responsoriis et Antiphonis…, ed. by Michael Endter (Nürnberg: 
1664): Stadtbibliothek Nürnberg, Solg. 2783.8o. 
75 Agenda Diaconorum Ecclesiae Sebaldinae anno 1697. 
76 Deutliche Anweißung. Wie man durchs ganze Jahr bey wahrenden Gottesdienst so wohl in den 
Vespern als Tagamt, bey S. Sebald mit der Orgel zu intonieren und zu respondiren sich zu verhalten 
haben: Bamberg, Staatliche Bibliothek, Ms. J. H. Misc. hist. 140, fol. 98-105. 
77 Max Herold, Alt-Nürnberg in seinen Gottesdiensten (Gütersloh: C. Bertelsmann, 1890), pp. 
122-158. 
78 Welter, op. cit., pp. 251-252. 
79 Johann Pachelbel, Messen, edited by W. Hirschmann, Johann Pachelbel sämtliche Vokalwerke, vol. 
1 (Kassel: Bärenreiter, 2010), pp. XI-XVII.聖ローレンツ教会の礼拝規定もあわせて掲載されている。 
80 Eggebrecht, op. cit., p. 137. 
81 Welter, op. cit., p. 251. 
82 これはほぼ間違いなくウェルターの誤りである。 
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ーロルトによる資料①のドイツ語訳に基づいて話を進めたい。なお、資料①がパッヘルベ
ルの時代にも適用されたことを、ヒルシュマンは次のように証明している。 
 
   この規定がパッヘルベルの在職中も適用されたことは 1718 年に刊行された
Communion-Ordnung によって証明される。この規定書は「教会の礼拝について記
述し 1664 年にまとめて印刷された冊子」83をはっきりと参照しており、また「ラテ
ン語のミサは聖ゼーバルトと聖ローレンツの二つの教区教会で[今も]唱えられてい
る」84と付け加えている。85 
 
資料①は聖ゼーバルト教会の典礼式次第を以下の順で説明している。 
   土曜  晩課 Vesper 
日曜  早朝ミサ Frühmesse、早朝説教 Frühpredigt、主要ミサ Tagamt、晩課 
月曜  早朝ミサ、早朝説教、主要ミサ、晩課 
火曜  早朝ミサ、主要ミサ、晩課 
水曜  早朝ミサ、礼拝 Betstunde、主要ミサ、晩課 
木曜  早朝ミサ、主要ミサ、晩課 
金曜  早朝ミサ、礼拝、主要ミサ、晩課 
土曜  早朝ミサ、主要ミサ、晩課 
 
ヘーロルトは礼拝で実際に唱えられる文言を書き出しているが、1718 年の礼拝規定にも述
べられている通り、ラテン語で進められる部分が多いのが注目される。また晩課が毎日行
われていることも、伝統を重んじる精神的風土をうかがわせる。ここからは、マニフィカ
トが歌われる晩課にしぼってみていきたい。 
 まず、月曜から金曜の晩課についてはほぼ、日曜の晩課と同じ、と指定されている。日
曜の晩課について、マニフィカトの部分を以下に抜き出してみる86。 
 
  10. 助祭：マニフィカトへのアンティフォナ 
                                                 
83 “Büchlein / darinnen Anno 1664. Die Kirchen-Aemter beschriebeb und zusammen gedruckt sind” 
84 “in den zweyen Pfarr-Kirchen / zu St. Sebald und St. Lorenzen” die “Lateinische Messe gesungen 
wird” 
85 Johann Pachelbel, Messen, edited by W. Hirschmann, p. IX. 
86 Herold, op. cit., pp. 144-145. 
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  11. 高声歌手 Diskantisten：“Magnificat” 
  12. 全聖歌隊 plenus Chorus：応唱 “Anima mea Dominum,’’ 
 [以下、ドクソロジア最終節 “Et in secula seculorum. Amen.’’ まで進行] 
 
ここでは複雑な多声部合唱や器楽演奏が入る余地はなく、先唱者と聖歌隊によってシンプ
ルにカンティクムが唱えられる様子がうかがわれる。 
注目すべきは、冒頭に説明が置かれている土曜の晩課である。こちらは晩課の全体を抜
き出してみよう87。 
 
聖ゼーバルト教会における土曜の晩課 
 
1. 高声歌手：“Deus, in adjutorium meum intende!” 
「神よ、急ぎ我を救いたまえ！」詩篇 70, 2 
2. 合唱による応答：“Domine, ad adjuvandum me festina” 
「主よ、我を助けたまえ」[詩篇 69] 
           “Gloria Patri et Filio et Spiritui Sancto. Sicut erat in 
 principio et nunc et semper, et in secula seculorum. Amen. 
 Halleluja.” 
 「父と子と聖霊に栄光あれ。はじめにそうであったように、今
も、いつも、いつまでも。アーメン。ハレルヤ。」[ドクソロジ
ア] 
  3. ドイツ語聖歌 Germanica Cantio 
（カントルによって歌われる聖歌） 
4. 説教 
5. ドイツ語聖歌 
6. 週番による歌い出し：“Der Herr sey mit uns allen.” 
「主が我ら皆とありますように。」 
7. 応答：「アーメン」 
8. さらに週番が集祷を唱える 
                                                 
87 Ibid., pp. 122-124. 
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9. 応答：「アーメン」 
10. 助祭が祭壇で唱える：“Benedicamus Domino” 「主をほめたたえよ」 
11. 応答：“Deo dicamus gratias” 「神に感謝を捧げん」 
 
ここにはマニフィカトがみられない。しかしその後に注釈があり、「待降節と復活節の期間
には、説教後の 5 番のドイツ語聖歌の箇所で[ドイツ語聖歌に代わって]いわゆるレスポンソ
リウムが以下のように唱えられる」とされ、その内容が続く88。 
 
レスポンソリウム 
 
1. オルガン演奏 Organista modulatur 
2. レスポンソリウムの一節からの斉唱 
3. オルガン演奏 
4. 「グロリア・パトリ」以下の斉唱 
5. 助祭が祭壇に行き、跪いて教会暦の時期に即した一節を唱える 
6. 続いて週番がアンティフォナの一部を唱え始める 
7. マニフィカト 
   マニフィカトにもとづくオルガン演奏 Organista modulatur super Magnificat 
一節をオルガンが演奏し89、他の節を聖歌隊が斉唱 
    8. 週番が唱える：“Der Herr sey mit uns allen.”  
 
以下、上記の通常の土曜晩課のように続く。 
 
このようにみてみると、土曜の晩課でマニフィカトが歌われたのは待降節と復活祭前後の
時期だけだったことが分かる。その際マニフィカトは、オルガンと聖歌隊、あるいはオル
ガンに伴奏された会衆と聖歌隊によるアルテルナティムの形態で歌われた。さらにこのレ
スポンソリウムの式次第に続けて、以下のように大変重要な説明が加えられているのであ
る。 
                                                 
88 Ibid., p. 123. 
89 ヘーロルトはここに注釈をつけて、ここでいうオルガン演奏とは、オルガンと共に会衆が斉唱する形態
を意味するかもしれないとしている。Ibid., p. 123. 
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    待降節の第 1 日曜から顕現日まで、また復活祭からエクサウディ[復活祭後第 6 日
曜]までの期間は、土曜の晩課でオルガンが演奏され、その他については斉唱で行わ
れる。90 
 
それに続けて、大規模な音楽演奏に関して以下のように説明される。 
 
    祝日あるいは祭日にあたった場合は、前日の晩課、あるいはその祝祭日当日の晩
課で、斉唱に代わり多声音楽が演奏される。91 
 
おそらく最後の説明は、一年を通じて主要な祝祭日において、その当日や前日の晩課で合
奏を伴う規模の大きい声楽曲が演奏され得ることを述べたものだろう。パッヘルベルの大
規模な声楽マニフィカト、イングレスス、そして詩篇に基づく声楽コンチェルト（カンタ
ータ）は、まさにこうした機会のために作曲され、演奏されたものと考えられている92。 
最後に資料③『明確な指南書』について述べておきたい。聖ゼーバルト教会の礼拝に関
する三つの 1 次資料のうち、今回筆者が現物に接することができたのはこの資料③のみで
ある。実物は縦 18 cm 横 16 cm の大きさにたたまれた紙片で、紐で綴じられた小冊子にな
っている。現在はバンベルクの州立図書館に保管されており、277 までナンバリングされて
いるフォリオのうち 98rから 105vまでが当該資料となる。『明確な指南書：聖ゼーバルト教
会における年間の礼拝、晩課、主要ミサでオルガンを用いて歌を導入し応答する方法』93と
いう資料のタイトルが示す通り、ここには聖ゼーバルト教会の礼拝におけるオルガン演奏
の手順が書かれている。タイトルに続けて“J: P: Org: ibid.”というサインが見られることか
ら、ウェルターはこれをパッヘルベルの自筆として扱っている94。本文では教会暦に沿って
礼拝の簡略化された式次第が書かれ、タブラチュア譜も用いてどのタイミングで何調によ
って前奏を用意すべきかが説明されている95。残念ながら彼の声楽マニフィカトの演奏に関
                                                 
90 Ibid., p. 124. “Vom 1. Sonntag des Advents bis zum Epiphaniasfeste und von Ostern bis Sonntag 
Exaudi einschließlich wird am Sabbath (Samstag) in der Vesper die Orgel gespielt und das Übrige 
choraliter behandelt (choraliter tractantur).” 
91 Ibid., p. 124. “Fallen feierliche Wochentage (Feriae) oder ein Fest (festum solemne) herein, so wird 
am vorhergehenden Tage in der Vesper und an den bezeichneten Tagen selbst anstatt des Chorals 
eine F i g u r a l = M u s i k gehalten.” 
92 Johann Pachelbel, Magnificat I, edited by Katharina Larissa Paech, Johann Pachelbel sämtliche 
Vokalwerke, vol. 4 (Kassel: Bärenreiter, 2009), p. VII. 
93 原題は注 75 を参照。 
94 Welter, op. cit., p. 84. 
95 以下の内容は、ウェルターによる英語訳トランスクリプションに基づく。Welter, op. cit., pp. 39-43. 
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する直接的な情報は見られない。式次第とオルガン演奏に関する注意は、以下の順で書か
れている。 
 
   「待降節[基本形態]」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
   「待降節第 1 日曜」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
「待降節第 2 日曜」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
「待降節第 3 日曜」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
「待降節第 4 日曜」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
「降誕祭」…当日の主要ミサ、晩課 
「新年後第 1 日曜」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
 
以下、復活祭から復活祭後第 6 日曜（エクサウディ）まで同様に続く 
 
このように、特別に待降節と復活節の時期に関して指南書が作成されたことは、前ページ
で引用したヘーロルトの記述「待降節の第 1 日曜から顕現日まで、また復活祭からエクサ
ウディまでの期間は、土曜の晩課でオルガンが演奏され」に通じるものといえ、この時期
オルガニストの役割が増すのに対応したものと考えられる。パッヘルベルの『指南書』は
教会暦のすべてにわたってオルガニストの役割を詳細に記したものではないが、このよう
な資料が現存していること自体が珍しく、貴重な例となっている。 
宗教作品を考える場合、それが演奏された場である当時の典礼・礼拝自体についても目
を向ける必要があることは言うまでもなく、特にプロテスタントの各都市で典礼がどのよ
うに扱われ、どのような音楽が生み出されていったかを調査することは重要な課題である
と思われる。しかしながらその研究状況について、パッヘルベルのミサ曲を校訂したヒル
シュマンは以下のように述べており、これはそのままマニフィカトにもあてはまるだろう。 
 
中部および南部ドイツにおける礼拝規定について包括的な調査を行い、ミサ通常文
による多声音楽について、プロテスタントという文脈からレパートリーの比較をす
るのはぜひとも必要なことだが、目下私の知る限りそうした研究は手つかずのまま
である。96 
 
                                                 
96 Johann Pachelbel, Messen, edited by W. Hirschmann, p. X. 
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4. D. シェートリヒの《ドイツ語によるマニフィカト》（1681 年） 
 
 ニュルンベルクでパッヘルベル以前にどのような声楽マニフィカトが演奏されていたの
かも見ておく必要があろう。しかしながら、17 世紀後半のニュルンベルクの作曲家が残し
た現存作品はほとんどない97。唯一の例外が、本章第 2 節でも述べた D. シェートリヒの《ド
イツ語によるマニフィカト Teutsche Magnificat》（1681 年）である。パッヘルベルのマニ
フィカトはラテン語であり、本来比較に適した作品とは言い難い面もあるが、パッヘルベ
ルの作品以前にニュルンベルクでどのようなマニフィカトが書かれ、また街の人々が耳に
していたのかを踏まえるために、ここで少しふれておきたい。 
シェートリヒは1607年にボヘミア北西部の街ヨアヒムスタール（現チェコ領ヤーヒモフ）
で生まれた。ニュルンベルクでオルガニストを務めた音楽家の多くが地元出身者であった
中にあって珍しい例と言える。しかし身内にニュルンベルクの人々がおり、彼の母はハン
ス・レーオ・ハスラーのいとこにあたる。1631 年の結婚記録がニュルンベルクで見られる
ため、それ以前にはニュルンベルクに移住していたと思われる。彼の妻は聖ゼーバルト教
会オルガニストのヨーハン・シュターデンの娘で、これによって彼はニュルンベルクの有
力な音楽一家の親族となった。結婚翌年の1632年には聖母教会の第二オルガニストとなり、
1634 年には救貧院教会のオルガニストに移っている。1655 年に義弟 S. Th. シュターデン
の後を継ぎ聖ローレンツ教会オルガニストとなって、1687 年に没するまで勤め上げた。2
挺のヴァイオリンと 1 挺のヴィオレッタのための器楽舞曲集《音楽によるクローバーの葉
Musikalisches Kleeblatt》（1665）、2 挺のヴァイオリンと 1 挺のヴィオルのための《音楽
による小人名帳 Musicalisches Nahmen Büchlein》（1667）が生前に出版されたが、どち
らも現存しない。その他、鍵盤楽器のための舞曲や有節歌曲、そして 1 曲のコラール・カ
ンタータ《いざ主をたたえよ、わが魂よ Nun lob mein Seel den Herren》がある。 
では彼のドイツ語マニフィカトについて、まず資料を確認しておきたい。資料は 16 冊の
パート譜と、オルガン・タブラチュア譜によるスコア 1 冊のセットである。各冊子は革張
りの立派な表紙を持ち、美しく装丁されている。オルガンパート譜の初めには、シェート
リヒの署名の入ったタイトルページと序文が付けられており、この楽譜セットは自筆のオ
リジナル資料と考えられる（図 4 参照）。なおこの資料は現在ニュルンベルクの市立文書館
に保存されている98。 
 
 
                                                 
97 次章でも述べるが、この時代の作曲家はあまり声楽マニフィカトを残しておらず、それが各作曲家の作
品の様式比較を困難にしている。 
98 Stadtarchiv Nürnberg, D 15, E 3a, Nr. 1a. 
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〔図 4〕D. シェートリヒ《ドイツ語によるマニフィカト》 
オルガンのパート譜にみられるタイトルページ（おそらく自筆） 
Stadtarchiv Nürnberg, D 15, E3a, Nr. 1a-16, fol. 4r 
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序文を読むと、この晩課のための曲集は、ヨーハン・アイサーJohann Eyßer という商人
の寄進によって作曲されたことが分かる。またアイサーは「毎年洗礼者ヨハネの祝日に百
人の貧しい人々、当地の市民たちが[…]聖ローレンツ教会で晩課の説教と音楽をよく聴いた
のち、寄進館で施しを受け取れるように」99指示したことが書かれている。すなわちこの音
楽は聖ローレンツ教会の晩課に集った貧しい人々のために演奏されたものと考えられる。
ドイツ語を歌詞としている理由は、聴き手がこうした一般の市民であることを踏まえ、彼
らにも歌詞内容が理解できるようにしたためであろう。 
それぞれのパート譜およびスコアは、まず 10 曲の《イングレスス Ingressus》を収めて
いる。これは、前節の聖ゼーバルト教会の晩課の礼拝規定でみられたように、晩課の初め
に唱えられる「神よ、急ぎ我を救いたまえ！Deus, in adjutorium meum intende!」に対す
る応答句「主よ、我を助けたまえ Domine ad adjuvandum」を歌詞とする入祭唱である。
それに続いて 10 曲のドイツ語マニフィカトが収められている。つまり晩課においてこれら
のイングレススとマニフィカトを組み合わせて演奏することが想定されているのである。 
これら 20 曲はおおむね 100 小節ほどの長さを持ち、編成はまったく同じで、以下のよう
に区分することができる。 
 
第一合唱：C 1, C 2, A, T, B, Org 
第二合唱：C, A, T, B, Org 
器楽：Vn 1, Vn 2, Va 1, Va 2, Fg 
 
この編成からも明らかなように、曲は協奏様式を基本として作られている。第一合唱が音
楽の母体を成し、ソロ楽章のソリストもこちらから出される。こうした流れにアクセント
をつけるかたちで第二合唱が加わってくる。器楽同士は自由な組み合わせをとり、第一合
唱をなぞったり第二合唱をなぞったりする。 
 ではここでマニフィカトの第 1 番をとりあげ、簡単に全体を見通してみたい。曲付けは
ドクソロジアを含む全 12 節に行われている。全体で 101 小節。はっきりと調性感を備えて
おり、ハ長調である。 
 
 
 
                                                 
99 “daß jährlich am Tag St. Johannis deß Täuffers hundert arme Männer, so allesamt hiesige Burger, 
[…] nach angehörter Vesper-Predigt und Music, in St. Laurentzer Pfarr Kirch, so dann in dem 
Stifftungs-Hauß mit einem milden Almosen begabet werden sollen” 
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詩節 1 2 3 4 5 6
調性 C C C→a→C C→G→C C→(G)→C C→G→C C→G→e/p
拍子 C 3/2→C C C C C C
編成 tutti C1, C2→A→tutti C1→tutti Instr. B, Vn 1, 2 A, T tutti
〔表 2〕D. シェートリヒ《ドイツ語によるマニフィカト》第 1 番 楽章構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
表における縦の罫線は、各楽章の区切りを表している。破線は明確な楽章間の区切りが
明確でないことを示しており、二重線の場合は楽譜に複縦線があるはっきりとした終止で
ある。このことから最初と最後の 2 節の区切りがはっきりとし、中間部は楽章の移行が流
動的であることがわかる。数小節の短い器楽挿入部分が二か所あり、それぞれ独唱を用意
している。第 1 節はリズムの揃ったトゥッティで、力強い開始を印象付ける。第 2 節は短
いながら途中で拍子も変わり後半がトゥッティになる変化の多い楽章である。ここで協奏
様式も現れてくる（譜例 1参照）。バスのアリアは通奏低音のパートを完全になぞっており、
独立した旋律を歌ってはいない。第6節「主は御腕をもって傲慢なものを追い散らしEr übet 
Gewalt mit seinem Arm」が全体の中心部分でトゥッティとなっており、ホ短調のピカル
ディ終止で終わっている。ここが一つの山場となろう。第 10 節はルカによる福音書への曲
付けの終結部分であり、通奏低音以外の器楽を伴わない二重合唱で決然と終わっている。
最後の第 12 節では「アーメン」の部分で短い動機をいくつかの声部が模倣する動きもみら
れる。 
 全体的に見るとシェートリヒのマニフィカトは簡潔にまとまっているが、凝ったつくり、
特に対位法的な構造はあまり現れない。そして、《イングレスス》も含め、各曲が比較的似
たような印象を与え、特にパッヘルベルの各声楽マニフィカトに顕著な多様性とは一線を
画している。パッヘルベルが聖ゼーバルト教会オルガニストに就任したとき、シェートリ
ヒのドイツ語マニフィカトはまだ演奏されていたという100。聖ゼーバルト教会に集う裕福
な人々と、聖ローレンツ教会で寄進による音楽を聴いた貧しい人々とはたしかに市民の層
が異なると推測されるが、それでもパッヘルベルの作品を聴いて新たに魅了される人々が
少なくなかったであろうことは想像に難くない。 
 
                                                 
100 Johann Pachelbel, Ingressus I, edited by Katharina Larissa Paech, Johann Pachelbel sämtliche 
Vokalwerke, vol. 2 (Kassel: Bärenreiter, 2011), p. VIII. 
詩節 7 8 9 10 11 12
調性 e→C e→G→a→C C→a→C C C→G→C C→F →C→G→C
拍子 C C C C C C C
編成 B, Vn 1, 2 T, Vn 1,2 C1, C2 2Chor, Org Instr. A tutti
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〔譜例 1〕D. シェートリヒ《ドイツ語によるマニフィカト》第 1 番冒頭101 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
101 このトランスクリプションは、パッヘルベル声楽作品全集の校訂者の一人、トーマス・レーダー博士が
作成されたもので、本論文への掲載のご許可を頂いたものである。ここに深く感謝申し上げたい。 
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第 2 章 パッヘルベルの声楽マニフィカト 
1. 楽譜資料 
 
 この章ではパッヘルベルの声楽マニフィカトの分析に入るが、その前に楽譜資料の確認
をしておきたい。 
 これまでもたびたびふれてきたが、パッヘルベルの声楽作品を伝えるもっとも貴重な資
料は『テンベリー手稿譜 Tenbury Manuscript』である。この資料は極めて興味深い来歴を
持つ。それぞれ複数の合唱作品が綴じられた大冊である「1208」「1209」、そして声楽マニ
フィカト一曲ずつを収めた「1311」「1356」から成っている。資料には複数の所持者の署名
が見られるので、それをもとに伝承の過程はある程度判明している102。記入されている最
初の所持者の名はイギリスのオルガニストで作曲家でもあったウィリアム・ボイス William 
Boyce（1711-1779）である。彼はまた教会音楽の収集にも努めていたのである。同手稿譜
は、彼が没した 1779 年の 4 月 14 日から 16 日にかけて開かれたクリスティー・アンセル
のオークションに出展された楽譜コレクションの一部であった。出品番号 202 と 203 がそ
れぞれテンベリー手稿譜の 1208 と 1209 であった。オークション・カタログによれば、202
は「非常に珍しい教会音楽の一冊。声楽および器楽用に J. パッヘルベル氏によって作曲さ
れた。作曲者によるオリジナル・スコア」と記載されている。203 は「マニフィカト、ミサ
曲、およびコンチェルト103。同一の作曲家による。オリジナル手稿譜」とされている。オ
ークションの売り上げカタログのコピーによれば、202の購入者は Marmaduke Overend、
203 の購入者は“Smith”となっている。しかし 1208 と 1209 のカバー内側に貼られたラベル
には図 5 のような名前の略字が見られ、ウェルターは“F. N.” ないし“T. N.”が購入者だった
と推測している。さらにウェルターは、“F. N.”であれば Frederick Nicolay が該当し、“T. N.”
であればオークション参加者のうちクリスチャン・ネーム不明の“Nixon”だけが当てはまる
としている。 
手稿譜に見られる次の所有者は“Joseph Warren”（オルガニスト、1804-1881）と“Rev. 
John Parker”であるが、この二人の詳細は不明である。手稿譜の名は 1873 年に何度かオー
クションで見られたのち、最終的にフレデリック・ウーズリーFrederick Gore Ouseley
（1825-1889）によって購入された。彼は作曲家、オルガニスト、音楽学者として活躍し、
準男爵の地位にあった104。また彼の父は起業家および外交官として名を馳せた人物であっ
た。1856 年、フレデリックはイングランド国教会の教会音楽研究のため、テンベリー・ウ 
                                                 
102 詳しくは以下を参照。Welter, op. cit., pp. 120-122.および Johann Pachelbel, Magnificat I, edited by K. 
L. Paech, pp. 183-184. 
103 いわゆるカンタータ作品。 
104 Watkins Shaw, “Sir Frederick Ouseley and his Collection”, Brio vol. 27, no 2 (1990): 45. 
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〔図 5〕『テンベリー手稿譜』1208 のカバーの内側 
Bodleian Library Oxford, Tenbury 1208 
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ェルズの郊外にセント・マイケルズ・カレッジを設立し、以後彼が買い取った手稿譜は同
学校の図書館に保管された。ウーズリーのコレクションには多数の貴重な楽譜が含まれ、
《メサイア》のダブリン初演時のヘンデルによる書き込み入りスコアはその最たるものと
いえる105。パッヘルベルの声楽曲を含むくだんの手稿譜が『テンベリー手稿譜』と呼ばれ
るようになったのはこの学校の所在地にちなむものである。1985 年に同学校が経済的理由
から閉校されると、図書館の資料はオックスフォード大学のボドリー図書館に移され、『テ
ンベリー手稿譜』も現在ここにある。 
ではこの手稿譜はどうしてイギリスに渡ったのだろうか？ウェルターはパッヘルベルの
息子のカール・テオドール Karl Theodor [Carl Theodorus] Pachelbel（1690-1750）がイ
ギリスに持ち込んだと推測している。カール・テオドールはアメリカに渡り、そこでオル
ガニストとして活躍したのち、チャールストンで没した。彼の名はすでに 1730 年代にはア
メリカのニューヨークやロードアイランドで見られるが、おそらくはアメリカに渡る前に
イギリスを経由したものとウェルターは推測する。『テンベリー手稿譜』とカール・テオド
ールとの関係は明らかで、この手稿譜にはヨーハン・パッヘルベルの声楽作品のほかに一
曲だけカールのカンタータ《みな我がもとに来たれ Kommt her zu mir alle》が収められて
いる。また、1779 年に売りに出されたボイスの楽譜コレクションには、カール作曲の 8 声、
10 声、12 声のためのミサ曲の自筆譜も収められているとウェルターは述べている。また、
マッテゾンによるパッヘルベルの伝記には、1690 年にヨーハン・パッヘルベルがオックス
フォードの教会から招聘を受けたが、家庭の事情で彼はこの申し出を断ったとの記述がみ
られ106、パッヘルベル一家とイギリスとの結びつきは早くからあったものと思われる。 
ここで『テンベリー手稿譜』の中身をみておこう（次頁、表 3 参照）。収められているの
は、声楽マニフィカトが 11 曲、イングレススが 10 曲、ドイツ語による詩編カンタータが 4
曲、ミサ曲が 1 曲、上述のカール・テオドールのカンタータが 1 曲である。そのすべてが
スコアであることは大きな特徴といえる。ここで注意しておきたいのは、この手稿譜の核
となる声楽マニフィカト、イングレスス、ドイツ語による詩編曲という 3 つの曲種は、ま
さに聖ゼーバルト教会の晩課で多声音楽によって演奏される可能性があった曲種だという
ことである107。つまり『テンベリー手稿譜』は聖ゼーバルト教会で演奏された晩課用作品
を集めた曲集と考えられるのである。このことが、パッヘルベルの大規模な声楽マニフィ
カト（少なくともこの手稿譜に収められている作品）がニュルンベルク時代の作と考えら
れる大きな根拠である。ただし、シェートリヒの場合と異なり、同じ編成のイングレスス
と声楽マニフィカトはほぼ見当たらず、概してイングレススの方が編成は小さい。同じ日
の典礼で組みにして演奏された可能性があるのは、《イングレスス ハ長調》PWV 1401 と 
                                                 
105 Ibid., p. 6. 
106 Mattheson, op. cit., p. 246. 
107 本論文第 1 章第 3 節参照。 
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1 fol. 1r-26v Gott sey uns gnädig PWV 1209 Ps. 67
2 fol. 27r-40r Magnificat in F PWV 1511
3 fol. 41r-45v Deus in adiutorium in C PWV 1402 Ps. 70
4 fol. 46r-72r Magnificat in Es PWV 1509
5 fol. 73r-84v Deus in adiutorium in d PWV 1406 Ps. 70
6 fol. 85r-104v Lobet den Herrn in seinem Heiligtumb PWV 1220 Ps. 150
7 fol. 110r-118v Jauchzet dem Herrn, alle Welt PWV 1216 Ps. 100
8 fol. 119r-140r Gott ist unser Zuversicht PWV 1208 Ps. 46
9 fol. 141r-163v Magnificat in C PWV 1503
10 fol. 165r-180r Magnificat in D PWV 1506
11 fol. 181r-208r Magnificat in C PWV 1502
1 fol. 1r-14v Deus in adiutorium in A PWV 1411 Ps. 70
2 fol. 15r-(21+1)r Domine ad adiuvandum in G PWV 1408 Ps. 69
3 fol. 22r-27v Magnificat in G PWV 1512
4 fol. 28r-43v Deus in adiutorium in F PWV 1407
5 fol. 44r-53v Kommt her zu mir alle C. Th. Pachelbel
6 fol. 54r-69r Deus in adiutorium in a PWV 1412 Ps. 70
7 fol. 70r-(73+1)r Deus in adiutorium in g PWV 1410 Ps. 70
8 fol. 74r-91v Deus in adiutorium in g PWV 1409 Ps. 70
9 fol. 92r-109v Deus in adiutorium in C PWV 1401 Ps. 70
10 fol. 110r-127v Deus in adiutorium in D PWV 1404 Ps. 70
11 fol. 128r-137r Magnificat in F PWV 1510
12 fol. 138r-161v Magnificat in C PWV 1504
13 fol. 162r-(187+1)r Magnificat in B PWV 1514
14 fol. 188r-205v Missa in C PWV 1301
fol. 1r-36v Magnificat in C PWV 1501
fol. 1r-25v Magnificat in D PWV 1505 letzte Seite, fol 26, ist vorloren
＊手稿譜のフォリオ数は後世の所有者の手でナンバリングされている。(21+1)のような箇所は、
　ナンバリングした人物が後で間違いに気づき、そのように自ら訂正したものである。
Tenbury Manuscript 1208
Tenbury Manuscript 1209
Tenbury Manuscript 1311
Tenbury Manuscript 1356
 
〔表 3〕『テンベリー手稿譜』の収載曲 
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《マニフィカト ハ長調》PWV 1501、あるいは PWV1401 と《マニフィカト ハ長調》PWV 
1502 だとペークは述べており108、いずれもソプラノ×2、アルト、テノール、バス、トラ
ンペット×4、ティンパニ、ヴァイオリン×2、ヴィオラ×3（マニフィカトの 2 曲はヴィオ
ラ×1 とヴィオラ・ダ・ガンバ×2）、ファゴット、通奏低音という編成をとる。 
《マニフィカト ニ長調》を伝える Tenbury 1356 は、最後のページが破損しており、『パ
ッヘルベル声楽作品全集』では最後の数小節を校訂者のペークが補筆している。 
最大の問題は、この手稿譜が誰の手によるものかということである。上述の通り、1779
年のオークション・カタログはこれらが自筆譜だとしている。Tenbury 1311 のタイトルペ
ージにも英語で「作曲者による自筆手稿譜」と書かれている。ウェルターは「これらの手
稿譜の広範な調査の結果、私はこれらが自筆譜であると信じる」と述べた109。パッヘルベ
ルの宗教声楽作品について詳細な研究をし、楽譜の透かし模様と筆跡の調査を本格的に行
ったペークは、少なくともこの手稿譜に用いられた紙の一部はパッヘルベルの死後に作製
されており、大半の紙はアウクスブルクかおそらくプファルツ地方で 18 世紀初めに作られ
たものだと結論付けた110。紙の産地と音符の筆跡の特徴から、ペークは 2 人の書き手を割
り出し、4 曲を自筆と特定した（イングレスス 3 曲とマニフィカト 1 曲）。他の楽譜につい
ては、『テンベリー手稿譜』全体のうち 800 ページ近い楽譜を筆写できるような環境にいた
こと、また一曲だけカール・テオドールの作品が含まれていること、そして上述のように
この手稿譜はカールがアメリカに向かう途上、イギリスで売却したと推測されることなど
を踏まえ、筆写者はこのカール・テオドールであろうとペークは述べている111。 
『テンベリー手稿譜』に収められた声楽マニフィカトは、ほとんどがここにある楽譜の
みによって現在に残ったものである。唯一の例外は《マニフィカト ト長調》PWV 1512 で
あり、この作品は現在ベルリン国立図書館に保存されている資料（スコア、D-B Mus. ms. 
30088）によっても伝えられている。この資料はゲオルク・ヨーハン・ダニエル・ペルヒャ
ウの遺産に含まれる一冊で、様々な作曲家による 1700 年前後の作品を収めている。1758
年以降にまとめられたもので112、PWV 1512 の筆写者は同じ冊子内で《イングレスス》PWV 
1408 も筆写している113。 
『テンベリー手稿譜』以外によって伝承された声楽マニフィカトは 2 曲だけである。《マ 
                                                 
108 Johann Pachelbel, Ingressus I, edited by K. L. Paech, p. VIII. 
109 Welter, op. cit., p. 100. 
110 Johann Pachelbel, Magnificat I, edited by K. L. Paech, p. 183. 
111 Ibid., p. 184. 
112 Eggebrecht, op. cit., p. 125. 
113 Johann Pachelbel, Magnificat III, edited by Katharina Larissa Paech, Johann Pachelbel sämtliche 
Vokalwerke, vol. 6 (Kassel: Bärenreiter, 2015), p. 177. 
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ニフィカト ニ長調》PWV 1508 は PWV1512 と同じ資料（スコア、D-B Mus. ms. 30088）
に収められている。しかし二つのスコアの筆跡はまったく異なっている。《マニフィカト ト
短調》PWV 1513 を伝える資料も現在ベルリン国立図書館の所蔵となっている（D-B Mus. 
ms. 16474/5）。興味深いことに、パート譜で残されている声楽マニフィカトはこの曲だけ
である。声楽 4 パートに通奏低音という質素な編成に 65 小節という短さから、ニュルンベ
ルク以外でも容易に演奏できた可能性があり、実用的な目的のためにパート譜が作成され
現代に残ったものかも知れない。三人の筆写者の筆跡が見られ114、カバーのタイトルペー
ジには曲名、編成等に続き、“A[nn]o 1705.”、“di Sign: Joh: Pachelbel.”との表記が見られ
る115。1705 という数字が作曲年を表すのか筆写年を表すのかは定かでないが、いずれにせ
よパッヘルベルの声楽マニフィカトの創作と上演を後期ニュルンベルク時代（1695-1706）
と結びつける重要な資料となっている。パッヘルベルの声楽マニフィカトを伝える資料の
うち、年代が記載されているのはこの資料だけである。 
全 13 曲の資料情報と曲の概要については表 4 を参照されたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
114 パッヘルベルのモテットもすべてパート譜で伝承されており（PWV 1107 のみスコアでも伝承）、その
ほとんどについてヒルシュマンは 2 人以上の筆写者を識別している。Johann Pachelbel, Motetten, 
edited by W. Hirschmann, Johann Pachelbel sämtliche Vokalwerke, vol. 10, p. IX-XI. 
115 Johann Pachelbel, Magnificat III, edited by K. L. Paech, p. 178. 
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2. 分析方法 
 
 以下に各曲の分析にあたって本件研究が採った方法、着目した点について述べておきた
い。本研究では先行研究が触れなかった側面にも焦点を当てるために各曲をミクロな視点
で検討するという目的から、まずカデンツを抜き出し分析表にまとめた（表 5 参照）。特に
カデンツに注目する理由は、ショルツの先行研究にみられるように、この時代の作品を分
析する際の様式研究の手法としてこれまでも有効に行われてきたためである。これにより、
曲の各セクションの調性関係が理解でき、調的な広がりがどの部分でどこまで意図されて
いるかが明瞭となろう。さらにカデンツの位置と種類からは、曲がどの箇所でどのように
区切られているかも見て取れる。マニフィカトは同一のテクストに曲付けを行うために、
パッヘルベルのように多楽章形式で作曲する場合、歌詞の分割、あるいは楽章の分割には
作品の特徴が大きく現れ出る。ウーヴェ・ヴォルフは以下のように説明する。「テクストの
分割にそのまま準拠しておらず、12 楽章未満であるマニフィカトにおいては、新たなテク
スト分割が作曲者の自由裁量となる。」116こうして、歌詞の配分は極めて重要な問題となり、
「多楽章マニフィカトにおいては、設計された曲付けの長さが楽曲構成の核心的要素を体
現している」117のである。このように、カデンツに注目することは、作曲者が意図した音
楽構成、すなわち伝統的な修辞学でいうところのディスポジツィオを浮かび上がらせる重
要な契機となる。 
フーガに関しては、主題や対位句（対位主題）の終わりごとに形成されるカデンツは除
外し、より大きな区分が認められる場合（たとえばいったん合唱が終了し、器楽による間
奏挿入されるような場合）のカデンツのみを取り上げた。また、カデンツの形をとってい
ない場合（たとえば、同一の和音が続き、その後休符で全声部が休みとなるようなもの）
も、明らかに曲の区切りとなる箇所は分割している。こうして各楽章を細分化することで、
音楽の構造がより明瞭となるだろう。さらに、それぞれのカデンツの種類と、それが置か
れる位置に注目することで、作品全体の構成を見渡すことが可能となる。大きなカデンツ
（以下、「大カデンツ」と記述）が置かれている箇所は、全体の構成から見て大きな区切り
となる部分である。大カデンツの目印となる要素として以下のものに注目し、分析表では
略号を用いて示した。 
 
   ・2 小節以上にわたる長いカデンツ  →「lang」と表記 
・フェルマータを伴うカデンツ    →「mit F」と表記 
                                                 
116 Uwe Wolf, ‘‘Überlegungen zu den mehrsätzigen Magnificat-Vertonungen des 18. Jahrhunderts”, 
Kirchenmusikalisches Jahrbuch 82 (1998): 48. 
117 Ibid. : 47. 
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   ・同一カデンツを二回以上繰り返し、終止感を強めているもの（譜例 2）。 
                   →Wiederholungskadenz とし、「W」と表記 
 
その他、終止の特徴を表すと考えられる以下のカデンツについて略号を用いて示している。 
 
   ・半終止 Halbschluß     →「H」と表記 
・変終止 Plagalschluß    →「P」と表記 
・偽終止 Trugschluß     →「T」と表記 
・テノール式カデンツ118    →「TN」と表記 
 
また、ごく一般的なカデンツながら以下の和声進行によるカデンツはパッヘルベルの声楽
マニフィカトにかなり多く現れる。この頻度自体が大きな特徴といえると思われる。よっ
てこのカデンツをパッヘルベルの基本カデンツとして、分析表では  で示した（掛留の
タイミング、経過音、リズムに多少の差異がある場合も、基本的な和声進行が同一である
場合はこれに含める）。 
 
 
 
 
 
        7    6     5            5 
        3    4     4    3 
 
カデンツにピカルディの 3度が用いられている場合には、調性はあくまで短調ととらえ、「p」
を付記した。 
シェートリヒの場合と同様、表における縦の罫線は、各楽章の区切りを表している。破
線は明確な楽章間の区切りが明確でないことを示しており、二重線の場合は楽譜に複縦線
がみられる終止である。 
 
                                                 
118 この用語はシュッツの弟子として知られる Ch. ベルンハルトによるもの。大角欣矢、深井智朗『憶え
よ、汝死すべきを──死をめぐるドイツ・プロテスタンティズムと音楽の歴史』 東京：日本キリスト
教団出版局、2009 年、107 頁参照。今回の分析ではバス・パートが二度下行して主音へと到達するカデ
ンツに対して用いた。終止の種類としては弱い部類となる。 
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〔譜例 2〕Wiederholungskadenz の例（PWV 1504, T 56 以下） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
└   ①   ┘  └    ②    ┘ 
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〔表 5-1〕PWV 1501 
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            詩節
PWV
PWV 1501 F F F
PWV 1502 F
PWV 1503 F F
PWV 1504
PWV 1505 F
PWV 1506
PWV 1508
PWV 1509
PWV 1510
PWV 1511 F F
PWV 1512
PWV 1513
PWV 1514 F F
F
F F F F F F
F
F
F F
F F F F
F F F F F F F
F F
F F F F
F F F F F
F
F F F
F F F F
F F F F F F F F F F F
F
121 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
F F
F F F FF F F
3. 各曲の様式について 
 
・楽章構成 
以上の分析表からは 13 曲それぞれの豊かな多様性が見て取れるが、まずここで注目した
いのが楽章構成の多彩さである（表 6 を参照）。パッヘルベルの声楽マニフィカトは同一の
テクストに基づきながら、各詩節は独立した楽章を形成することもあれば、前後の楽章と
結びつき、切れ目なく演奏されることもある。また合唱で作曲されることもあれば、ソロ
楽章として作曲されることもある。器楽楽章（ソナタ、リトルネッロ）が挿入されること
もあれば、一つの詩節が明確に二つの部分に分割され、二つの楽章のように扱われること
もある。このように、楽章構成が完全に同じマニフィカトは二つとないことに注目してお
きたい。 
 
〔表 6〕各曲の詩節の区分と終止 
 
 
 
 
 
 
 
F: フェルマータをともなう終止 
 
では以下でそれぞれの詩節ごとにおおまかな特徴を記述していきたい。 
 
✦第 1 節：「わたしの魂は主をあがめます Magnificat anima mea Dominum,」119 
13 曲中 6 曲がこの節を独立した楽章としており、曲の冒頭らしく、ほとんどの場合華々
しい合唱で開始される。フーガで作曲されているものも 3 曲ある。一方、PWV 1502 と 1511
の 2 曲はトゥッティではない。PWV 1508 と 1514 ではカンティクム定型の冒頭部分を取り
入れたと思われるフレーズが聴かれる。なおこの第 1 節の前にソナタ楽章を置いているも
のもあり、PWV 1503, 1505, 1509, 1511, 1514が該当する。いずれも 20小節程度の音楽で、
                                                 
119 歌詞の日本訳は以下を用いた。井形ちづる、𠮷村恒『宗教音楽対訳集成』 東京：図書刊行会、2007
年、76 頁。 
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第 1 節の歌い出しを準備する役割を果たしている。PWV 1505 にいたっては、ソナタと第 1
節の音楽はほぼ同じで、二つの楽章で一つのまとまりを形成する。 
 
✦第 2 節：「わたしの霊はよろこび躍りました/ わが救い主である神によって。 
Et exsultavit spiritus meus/ in Deo salutari meo.」 
13 曲中 8 曲がこの第 2 節の終わりで一度音楽を終えており、重要な区切りを担っている
ことが分かる。PWV 1501, 1503, 1509, 15014 の 4 曲ではこの第 2 節を前後から独立した
楽章として作曲している。しかしここではむしろ第 1 節との一体感を強めている例に注目
したい。前述の通り PWV 1502 の第 1 節は合唱ではなく、独唱の交代で進められる。2 節
目に入って合唱となるが、第 1 節はこの合唱に対する準備の効果を上げている。かくして
第 1、2 節は緊密な繋がりと一体感を感じさせるのである。PWV 1511 も第 1 節は合唱では
ないが順列フーガで始まっている。第 2 節に入ってアルトとそれ以外のパートによる交代
で進められた後、“in Deo”以下が再び順列フーガとなってこの節を閉じる。このように両端
に順列フーガを配することで、PWV 1511 も第 1 から第 2 節にかけてのまとまりを感じさ
せる構造になっているのである。いずれにせよ第 2 節の終わりで区切りを迎える。 
 
✦第 3 節：「卑しいはしために目を留めて/ くださったからです。/ ああそうです この先
いつの世の人も/ わたしを幸せな女と言うでしょう。 
Quia respexit humilitatem/  ancillae suae:/ ecce enim, ex hoc beatam me/  
dicent omnes generationes.」 
13 曲中 10 曲が第 3 節の終わりに明確な終止を置いている。ここが重要な終止ポイント
であることは間違いないと思われる。そのことは歌詞内容から理解されよう。つまり、第 3
節までは主の栄光を受けた自身へと視点が向けられている。それに対し第 4 節からは主の
御業自体へと視点が移されてゆくのである。この節を前後から独立した楽章として作曲し
ている例も 6 つある。さらにこの節は内部が分割される例も 2 つ見られる。PWV 1501 で
はまずバスの独唱で始まり、一度終止を迎える。“ecce enim”からは“Presto”の表記が見ら
れ拍子も 8 分の 6 拍子に転じ、引き続きバスの独唱が歌う。“omnes generationes”に至っ
て初めて合唱となる。この第 3 節だけでも変化に富んだ充実した楽章となっている。もう
一例の PWV 1511 はまったく別種の分割である。歌詞はアルト独唱によって最後まで歌わ
れ一度終了する。その後拍子が変わり（4 分の 4 拍子）、ファゴット・ソロの極めて技巧的
な音楽が後奏のように続くというかたちである。これらの例にはパッヘルベルの非常に柔
軟で豊かな創意が現れているといえよう。 
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✦第 4 節：「力ある方が大いなることをしてくださった/ からです。その御名は神聖であり 
Quia fecit mihi magna qui potens est:/ et sanctum nomen ejus.」 
 13 曲中 6 曲がこの節の終わりを明確な終止としている。また、この節を前後から独立し
た楽章として作曲している例は 5 つで、独立性はそれほど高くないともいえる。大半は独
唱で簡素に進められるが（PWV 1501：第 2 カント, 1502：バス, 1503：テノール, 1504：
カント, 1506：アルト, 1512：カント, 1514：アルト）、その一方で PWV 1505 では“et 
sancutum”から最後までがフーガ、1511 では“Quia fecit…potens est”までが順列フーガで
作曲され、曲によって扱いが異なる。 
 
✦第 5 節：「その憐れみは代々におよびます/ 主をおそれる者に。 
Et misericordia ejus a progenie in progenies:/ timentibus eum.」 
 13 曲中 9 曲がこの節の終わりを明確な終止としている。この節を前後から独立した楽章
として作曲している例は 5 つである。ここではむしろ第 4、5 節をひとまとめとして扱って
いる例が 4 つ（PWV 1501, 1502, 1508, 1510）あることに注目したい。楽曲構成上、この
両節の結びつきは強いと考えられる。両節の歌詞、すなわち第 4 節の「大いなること」と
第 5 節の「その憐れみ」を関連づけ、一連の繋がりとして捉えているためかも知れない。 
 
✦第 6 節：「主は御腕で力をふるい/ おごり高ぶる心の者を追い散らされます。 
Fecit potentiam in brachio suo,/ dispersit superbos mente cordis sui.」 
 13 曲中 10 曲がここの節の終わりを明確な終止としている。間違いなく、この節の終わり
は一つの転換点として構想されていたと思われる120。この節を前後から切り離して単独の
楽章としている例も 8 例あり、重要な節と見なされていた事を窺わせる。また節内が分割
される楽曲も 3 つあり（PWV 1501, 1503, 1514）、いずれも“dispersit”以下を新たな開始点
としている。実に 10 曲においてこの節が合唱・トゥッティで作曲されており、「主は御腕
で力をふるい」という歌詞が大編成で非常に力強く表現されている。合唱でないのは PWV 
1510（第 1 カント独唱）, 1511（バス独唱）, 1514（バス独唱→後半は合唱・トゥッティ）
のみである。この節はフーガで作曲されている例も多く、PWV 1501（前半・後半それぞれ）, 
1502（小節線によっては区切られてないが、“dispersit”以下がフーガ）, 1503（前半・後半
それぞれ）, 1505（小節線によっては区切られていないが、“dispersit”以下がフーガ）が該
当する。特に「追い散らす dispersit」以下をフーガとする例が多く、これは歌詞の修辞的
                                                 
120 カトリックとプロテスタントの 18 世紀声楽マニフィカトを広く調査し、その楽章構造を略図化してい
るヴォルフも、第 6 節を一つの区切りとみなしている。しかし彼の調査対象は 18 世紀後半にかなり及ん
でおり、パッヘルベルとは時代的にやや隔たりがある。Wolf, op. cit., p. 51. 
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表現とみてよかろう。 
 これらの特徴から考えて、第 6 節を一つの中心とみることは妥当と思われる。パッヘル
ベルがこの節に特別な意味を見いだしていたことを窺わせるさらなる例を挙げれば、PWV 
1508 と 1509 では第 6 節にのみ“Presto”との指示が与えられている。これは当然歌詞の力
強い内容に対応する。また、後述するように第 6 節ではカンティクム定型が聴かれること
も多い。そしてこの第 6 節を中心としたシンメトリックな構成が意図される事も多い。PWV 
1501, 1503, 1504, 1505, 1506, 1509 においては、第１節、第 6 節、第 12 節が合唱で、中
心となる第 6 節を取り囲むように第 5, 7 節に独唱が配置されている（反対に、PWV 1510
では第 6 節が第 1 カントの独唱で第 5, 7 節が合唱）。 
 
✦第 7 節：「力ある者をその座から引き降ろし/ 卑しい者を高く上げられます。 
Deposuit potentes de sede,/ et exaltavit humiles.」 
 第 7 節の最後を明確な終止としているのは 3 曲だけである（PWV 1501, 1503, 1510）。
また前節との間にもはっきりとした区切りがあり、この第 7 節を独立的な楽章としている
のは 2 作しかない（PWV 1501, 1503）。むしろ、後述するように、第 7 節と第 8 節をひと
まとまりとする例が多くみられる。歌詞内容としては第 6 節に引き続き主の強力な御業に
ついて描写するものであるにも関わらず、合唱で作曲されているのは PWV 1501, 1508, 
1510, 1512 の 4 つのみで、独唱の方が多く（PWV 1502：テノール, 1503：第 1 カント, 1504：
バス, 1505：バス, 1506：テノール, 1509：バス, ）バスの力強い声が求められているのが
目立つ。この節には「引き降ろし」と「高く上げ」という対照的な語がみられる。後に修
辞的表現の箇所でも述べるが、これらの語は内容にふさわしく強調して表現される。それ
には独唱パートに担当させるのが効果を上げるのに有効ということでもあろう。 
 
✦第 8 節：「飢えた者をよいもので満たし/ 富める者を手ぶらで追い返されます。 
Esurientes implevit bonis,/ et divites dimisit inanes.」 
 7 曲が第 8 節の終わりを明確な終止としている。前述の通り、注目すべきは第 7 節との連
続性であろう。第 7 節と第 8 節がはっきりと区切られているのは 3 曲だけで、他はすべて
連続的に開始される。しかも第 7 節と第 8 節の 2 節でひとまとまりとなる例が 5 例ある
（PWV 1502, 1508, 1509, 1511, 1514）。これには両節の歌詞の類似点、すなわち「力ある
者を…引き降ろし」「卑しい者を高く上げ」「飢えた者を…満たし」「富める者を手ぶらで追
い返され」という、対照的内容の列挙が続いているためでもあろう。やはり独唱で作曲さ
れることが多く、PWV 1501：テノール, 1503：アルト, 1504：テノール, 1510：アルト, 1511：
アルトの 5 曲が該当する。なお PWV 1503 ではこの第 8 節のあとに短いソナタが挿入され
ており、やはり転換点を感じ取らせる要素がある。 
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✦第 9 節：「そのしもべイスラエルを受け入れ/ 憐れみを御心に留めてくださいます 
Suscepit Israel puerum suum,/ recordatus misericordiae.」 
 第 9 節の終わりを明確な終止とする曲は 5 つである。また、この節を前節からも区切っ
て独立的に作曲している例は 2 つしかない。数こそ 4 例と、それほど多くはないが、第 9, 10
節をひとまとまりとする曲があり（PWV 1501, 1508, 1509, 1514）、注目される。 
 このように経過的に作曲される傾向があるようにみえる第 9 節だが、それに反する特徴
もみられる。PWV 1504 では節の終わりに“Ritornello”と表記された器楽合奏が差し挟まれ
ていて、終止感が強い。さらに第 9 節を分割する例もみられ、PWV 1503 は“Suscepit Israel 
puerum suum”を歌詞とするフーガ合唱と、“recordatus”以下を歌詞とするフーガ合唱の二
つから成り、手の込んだつくりとなっている。小節線による明確な区切りはないものの
“recordatus”以下が新しい曲調になる例は他にもみられ、PWV 1501 は合唱で開始されたの
ち、“recordatus”からはアルトとテノールの二重唱に転じている。また、後述するが、「憐
れみ misericordiae」の語には半音階進行がしばしばみられる。 
 
✦第 10 節：「われらの祖先におっしゃったとおり/ アブラハムとその子孫に、とこしえに。 
Sicut locutus est ad patres nostros,/ Abraham et semini ejus in saecula.」 
 第 10 節の終わりで明確に終止しているのは 9 曲である。前述の通り、第 9 節と第 10 節
でひとまとまりとしている曲も 4つある。第 10節まででルカによる福音書の歌詞が終わり、
第 11 節からドクソロジアが始まることを考えれば、ここが一つの区切りとなるのは妥当と
いえよう。むしろ第 10 節と第 11 節を繋いでいる例もみられるのが注目される。PWV 1505
と 1512 においては、第 10 節と第 11 節の 2 節でひとまとまりを成すようにすら感じられ、
前者は両節を独唱（アルト独唱→テノール独唱）、後者は合唱で統一している。ここでは曲
としての流れが優先されたのかも知れない。 
 
✦第 11 節：「御父と御子と聖霊に栄光が（ありますように）。 
Gloria Patri, et Filio, et Spiritui Sancto.」 
 第 11 節と第 12 節はドクソロジアであるが、第 11 節グロリア・パトリの後で明確な終止
がみられるのは 11 曲にのぼり、最多である。この第 11 節は曲ごとにとりわけ手の込んだ
仕組みが見られるのが特徴的で、華麗な金管楽器のファンファーレを伴う合唱、弦楽器の
刻みにのせて印象深く静かに和声を変化させる合唱、カノン風のデュエット、長大なメリ
スマで歌詞を強調する独唱、バッソ・オスティナートの形式をとるものなど実に多様であ
る。この部分は三位一体の象徴として伝統的に 3 拍子で作曲される例も多いが、パッヘル
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ベルは 3 曲（PWV 1508, 1510, 1514）のみで二分の三拍子を用いている。 
 
✦第 12 節：「初めにそうであったようにいまもいつも/  
いつの世までも限りなく。アーメン。 
Sicut erat in principio, et nunc, et semper,/  
et in saecula saeculorum. Amen.」 
 全曲が例外無く合唱で幕を閉じている。ただし PWV 1506 では“et semper”までが第 1 カ
ントと第 2 カントによる二重唱で、休みなくそこから先が合唱となる。1511 では
“saeculorum”までアルトとテノールの二重唱で進められ、“Amen”が合唱である。1512 も
“saeculorum”まで重唱で進められ、“Amen”が合唱。節内での編成の変化は他にもあり、PWV 
1501, 1505, 1514 では“Sicut erat…”（合唱）→“et in saecula…”（合唱）、1502 では“Sicut 
erat…”（二重唱）→“et in saecula…”（合唱）→“Amen”（合唱）、1504 と 1510 では“Sicut 
erat…”（合唱）→“Amen”（合唱）となる。 
フーガが多いのもこの節の特徴といえ、第 12 節に現れるフーガ部分を曲ごとに書き出す
と以下のようになる。 
 
     PWV 1501：“et in saecula…Amen.” 
     PWV 1502：“Amen.” 
     PWV 1503：“Sicut erat…Amen.” 
     PWV 1504：“Sicut erat…saeculorum.” “Amen.” 
        PWV 1505：“et in saecula…Amen.” 
     PWV 1506：“et in saecula…Amen.” 
     PWV 1509：“Sicut erat…Amen.” 
        PWV 1511：“Amen.” 
     PWV 1512：“Amen.” 
     PWV 1514：“et in saecula…Amen.” 
 
「最初にありしごとく Sicut erat」という歌詞内容をふまえ、第 12 節で冒頭の主題を回帰
させる手法はドクソロジアの作曲方法として伝統的によくみられ121、J. S. バッハの《マニ
                                                 
121 ペーター・ヴォルニーによるとこの構造は「おそらくはヴェネツィアのソナタにみられる循環構造に由
来する伝統」である。以下の CD の解説を参照。Johann Rosenmüller, Sacri Concerti. Psalmen, 
Magnificat, Gloria, Konrad Junghänel, director; Cantus Cölln, Harmonia Mundi: D-7800 Freiburg 
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フィカト》BWV 243 でも採用されているが、パッヘルベルも PWV 1503 において第 12 節
が始まる前に、第 1 節の前で奏でられたソナタを回帰させる例を一つ残している。 
 これらの楽章構成を見る限り、パッヘルベルの声楽マニフィカトは各楽章の歌詞表現を
踏まえつつ、同時に全体の構成にも相当の注意が払われ、一つの完結した音楽作品として
の見事な統一性が創出されているとみてよいのではないだろうか。 
 
・テクスチュア 
 続いてパッヘルベルの声楽マニフィカトを構成する主要な 3 つの音楽テクスチュアを提
示しておきたい。 
① 協奏様式（譜例 3） 
    シェートリヒのマニフィカトにもみられたもので、もっとも基本的な様式といえ
る。声楽（1 パート）、合唱、楽器（1 パート）、楽器群など、様々な単位が交互に
掛け合いを聴かせる部分である。典礼における交唱を暗示する様式とも考えられ
る。このスタイルが一番効果的に用いられるのは二重合唱と二重オーケストラに
よる PWV 1505 である。分析表では“alternierend”と表記した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                                                               
(CD), recorded 1991, released 1992, p. 6. 
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〔譜例 3〕PWV 1505, T 38 以下 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② ホモフォニー（譜例 4） 
    これも多くみられるパターンで、特に力強い合唱として演奏されることが多い。
パートによって動きに多少の独立性がみられるものから、全パートがほぼ同じ動
きで、足並みを揃えて和声進行を行うカンツィオナール様式のコラール合唱を想
起させるものまでさまざまな形態がみられる。分析表では“homophonisch”と表記
した。 
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〔譜例 4〕PWV 1502, T 212 以下 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 模倣 
    パッヘルベルは非常に幅広い模倣様式をみせているが、代表的なのは先行する声
部を他の後続する声部が追いかけるタイプである。分析表では“nachlaufend”また
は“nachfolgend”と表記した。〔譜例 5〕のヴィオラ・ダ・ガンバは比較的長い模倣
を示しており、同度カノンとなっている。他方、模倣が最初の数音のみであった
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り、規則性に欠けるごく部分的な模倣であることもある。この場合には一般的な
意味で“imitatorisch”または“imitierend”と表記した。PWV 1505 と 1508 の第 12
節の「今も et nunc」の箇所にはほぼ同様の短い掛け合いがみられる。この種の模
倣は“echo”と表記した。 
 
〔譜例 5〕nachlaufend (Basso ostinato). PWV 1502, T 241 以下 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
〔譜例 6〕echo. PWV 1508, T 126 以下 
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・声部の平行（譜例 7） 
さらに、どのようなスタイルの部分においてもパッヘルベルは声部の 3 度ないし 6 度平
行の動きを好んで用いる。場合によってはかなり長大なものもある。分析表では“parallel”
と表記した。 
 
〔譜例 7〕PWV 1509, T 11 以下  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・様々な書法 
他に、しばしば用いられる技法として変奏曲形式、数小節の定型を繰り返す通奏低音上
で音楽が展開されるバッソ・オスティナート、そしてカノン（部分的なものも含む）がみ
られる。特に PWV 1509 の第 5 節（譜例 8）はテノールのソロと、リトルネッロ部分のソ
リスティックなヴァイオリンが装飾音をより豊かにしつつ変奏を繰り広げるもので、変奏
有節歌曲とみることもできよう。 
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〔譜例 8〕PWV 1509, T 92-97 および 116-117 
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・楽器の用法 
楽器編成でよくみられるのが、声楽 5 声部に弦楽器 6 声部、すなわち 2 つのヴァイオリ
ン、3 つのヴィオラ（ヴィオラ・ダ・ガンバが用いられるときもある）、通奏低音を伴うも
のである。こうすることで弦楽器は声楽パートを重ね、colla parte で用いることが容易と
なる。第 1 ヴァイオリンが声楽のソプラノよりさらに上の音域で独立したパートを担当す
るか、または内声（ヴィオラ、ヴィオラ・ダ・ガンバ）のいずれか 2 パートが重複される
ことによって、弦の 6 声部が声楽の 5 声部をうまくカヴァーしている。 
他方、合唱でヴィオラが独立したパートを担うことはほぼない。シェートリヒの場合と
同様、バスのソロ楽章において、バスは通奏低音をなぞることがほとんどであり、パッヘ
ルベルにあっても両者の役割は概して未分化であるといえる。 
楽器がソリスティックな役割をみせるのは限定的といってよく、PWV 1501 第 4 節、1503
第 7 節、1505 第 7 節、1511 第 3 節におけるファゴット、PWV 1509 第 5 節、1511 第 6 節
におけるヴァイオリンがそれに当てはまる。 
 
・修辞的表現 
 歌詞の修辞的表現もみられるが、特に顕著なのは第 7 節である。「下に置く Deposuit」「高
める exaltavit」「卑しい（者）humiles」といった、音高で表現しやすい言葉が連続するの
が一つの理由であろうが、PWV 1501（譜例 9）の 248 小節目に見られるバスの 13 度下行
は特に目を引く例であり、ウッドウォードも「異例の跳躍 an extraordinary drop」として
指摘している122。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
122 Woodward, op. cit., p. 252. 
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〔譜例 9〕PWV 1501, T 237 以下 
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 転調の範囲は概して近親調に収まっているが、例外的なのは PWV 1514 変ロ長調が第 5
節で変ロ短調およびその平行調の変ニ長調を用いていることである。この楽章はテノール
のアリアであるが、その聴きなれない調性に加え、非常に美しい旋律をもち、伴奏には減
七の和音も聴かれるなど、時代的に新しい作風を感じさせる。半音階進行は PWV 1502 の
第 9 節、1503 の第 9 節（譜例 10）、1504 の第 4 節および第 9 節、1506 の第 5 節、1509
の第 2 節でみられる。第 9 節で聴かれる場合は「憐れみ misericordiae」の部分で、半音階
下行（パッスス・ドゥリウスクルス）の形でよく用いられる。J. S. バッハの《マニフィカ
ト》BWV243 の“misericordiae”の部分でも通奏低音に半音階下行が現れ、この箇所の修辞
的作曲手法としてある程度定着していたことを窺わせる。 
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〔譜例 10〕PWV 1503, T 319 以下 
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・カンティクム定型 
カンティクム定型については、長い音符で定旋律としてはっきり現れるのは PWV 1503
の第 8 節（アルト：第 5 旋法）、1508 の第 6 節（ソプラノ：第 8 旋法）、1509 の第 6 節（バ
ス、ファゴット、オルガンのユニゾン：第 8 旋法）である。その他、定型の冒頭が動機的
に用いられている可能性があるのは PWV1501 の第 5 節（ヴァイオリン：第 2 あるいは第 8
旋法？）、同じく第 6 節（フーガ主題：第 2 あるいは第 8 旋法？）、1508 の第 1 節（ソプラ
ノ：第 8 旋法？）、1514 の第 1 節（フーガ主題：第 1, 6, 9, 12 旋法？）である。 
 
・頻出するカデンツ定型 
 先述したように、パッヘルベルが好んで用いた基本カデンツはかなりの頻度で現れる。
ただし現れる曲と現れない曲とではっきり分かれているため、もしかすると作曲年代の違
いを反映しているのかも知れない。 
 
・フーガ 
 最後にフーガ楽章について述べておきたい。フーガがよく用いられるのは第 6 節と第 12
節である。これは先述の通り、第 6 節の「追い散らす dispersit」第 12 節の「いつまでも
et in saecula saeculorum」といった歌詞と結びつく可能性が考えられる。それと同時に、
曲の前半と後半の最後をフーガで締めくくるという構成上の意図もうかがわれよう。さら
に第 1 節も合唱である場合には、これら 3 節を骨組みとした作品のシンメトリックな構造
も浮かび上がる。これらの節がフーガで堅固にまとめられることは、様々な観点から非常
に理にかなうものと考えられる。だが実際には〔表 7〕からも明らかなように、パッヘルベ
ルはほとんどすべての節をフーガで作曲しており、マニフィカトの様々なテクストに対し
て自らの対位法的技術を駆使して繰り返し挑戦しているようにもみえる。 
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〔表 7〕パッヘルベルの声楽マニフィカトにおけるフーガ一覧 
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またパッヘルベルはかなり厳格で複雑なフーガから対位句（対位主題）をもたないフー
ガ、順列フーガまで、実に様々なフーガ楽章を組み込んでいる。さらに、主題は 3 度また
は 6 度の平行で重ねられることもある。最も複雑なのは、フーガ主題と対位句がそれぞれ
平行で重ねられるもので、これは一種の 4 重対位法ともいえる（譜例 11 参照）。パッヘル
ベルはしばしば曲中における音楽的頂点を形成するためにこのフーガを書いており、声楽
マニフィカトのほかにイングレススでも用いている。 
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〔譜例 11〕PWV 1501, T 425 以下 
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このフーガの音楽的特徴についてペークは以下のように説明する。 
 
これはパッヘルベルの声楽曲にしばしばみられる典型的な作曲技法である。このフ
ーガは、最初はたいてい別々に呈示され、後に結合される二つの主題を持つ。さら
にそれぞれの主題は他の声部によって 3 度または 6 度の平行で重複される。そうし
て二つの主題とその重複だけからなる 4 声のテクスチュアを生み出すことが可能と
なる。パッヘルベルは自由対位法による付加的な声部を要求することはほとんどな
く、ホモフォニックな部分や器楽の挿入部がフーガを際立たせている。各パート一
人で開始したのち、徐々に編成を拡大し、ダイナミックな展開がもたらされる。し
かしながらおもに強調されるのは、一種の変奏原理である。声と楽器との絶えず変
化する組み合わせと、変化に富んだ主題の配列が、常に新しい音響的側面を音楽に
もたらしている123。 
 
『テンベリー手稿譜』に収められている《イングレスス ハ長調》PWV 1401 の“et in saecula 
saeculorum”もこのタイプのフーガで書かれているが、開始部分に“fuga doppia.”の記載が
見られる（譜例 12 参照）。ペークはこの曲の筆写者をパッヘルベルの息子のカール・テオ
ドールと推定している。つまり、少なくともパッヘルベル周辺の音楽家たちはこのタイプ
のフーガ、あるいはこのフーガの作曲技法について「フーガ・ドッピア」の名で識別し、
曲の特定の部分でそれを意識的に用いていた可能性を窺わせるのである。 
 
このように、晩年のラテン語作品においてパッヘルベルは対位法のあらゆる可能性を試
すような作品を書き、こんにち我々がオルガニスト・パッヘルベルのイメージから一般に
想像するよりはるかに、音楽に関する学術的な知識を深めようとしていた形跡が見られる。
当時の人々はそのことを十分に認識した上で、彼がニュルンベルクの音楽を「声楽でも器
楽でもこれまでにない完全さへと導いた」と、敬意を払ったのではなかろうか124。彼のラ
テン語作品は、伝統的な知識に裏打ちされた「学識ある音楽家」としてのパッヘルベルの
側面をおそらくもっとも反映させた作品群として、その内実がさらに詳細に調査・分析さ
れ、評価されるべき研究対象であるとみてよいと思われる。 
 
 
                                                 
123 Johann Pachelbel, Ingressus I, edited by K. L. Paech, p. VIII. 
124 NG 2 のパッヘルベルの項目には、典礼用オルガン作品に関して以下のような説明が見られる。「パッ
ヘルベルは 1695 年、ニュルンベルクの聖ゼーバルト教会のオルガニストに就任すると、マニフィカト・
フーガによって彼は名声を高めた。」Nolte and Butt, op. cit., p. 848. だがこの説明の論拠は示されてい
ない。 
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〔譜例 12〕《イングレスス ハ長調》PWV1401 “et in saecula saeculorum”の開始部分 
（Bodleian Library Oxford Tenbury 1209, fol. 105r） 
 
 
        ↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        ↑ 
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第 3 章 同時代作品の状況 
1. 同時代の声楽マニフィカトの現存状況 
 
 パッヘルベルの声楽マニフィカトについての研究を進めるうえで非常に有効と思われる
のが、同時代の他の作曲家による作品との比較対照である。しかしここには大きな問題が
横たわる。すなわち、パッヘルベルと同時代の作曲家で、彼ほど多くの声楽マニフィカト
が現代に伝えられている例はほとんどみられないのである。同時代の主要な作曲家による
声楽マニフィカトの現存状況は、たとえば J. S. バッハが 1 曲、ヘンデルが 0、テレマンが
3 曲（ラテン語稿 1、ドイツ語稿 2）、ブクステフーデが 1 曲（疑作）、などとなっている。
そして彼らが生前にもっと多くの声楽マニフィカトを作曲していたかどうかを明らかにす
る資料は極めて乏しいと言わざるを得ない。 
一方、パッヘルベルと同じくニュルンベルクの出身で、ヴァイセンフェルスの宮廷楽長
を務めた J. Ph. クリーガーは例外的である。1684 年から 1725 年にかけてヴァイセンフェ
ルス宮廷で上演された教会作品および宮廷の音楽文庫に所蔵される手稿譜をまとめたクリ
ーガーによる目録には、30 曲を超える彼の声楽マニフィカトが掲載されている。しかしな
がら現存するのはわずかに 2 曲のみとなっている125。 
このことはいったい何を意味するのであろうか。パッヘルベルとクリーガーは、この時
代にあって声楽マニフィカトを 10曲以上も作曲した特異な作曲家と結論付けることができ
るのだろうか。またそうだとしたら、なぜ彼らが特に多くの作品を残したのかを考えるこ
とも必要となる。あるいはパッヘルベルが幸運に恵まれ、たまたま多くの作品が後世に伝
承されたということだろうか。たしかに、もし『テンベリー手稿譜』がなくなっていたら、
彼の現存作品はわずかに 3 作品となり、他の作曲家と似たような曲数となっていたはずで
ある。 
また、ショルツは 17 世紀ドイツにおける声楽マニフィカト出版の状況について以下のよ
うに説明している。 
 
   17 世紀には、増加しつつあった教会の中でラテン語が次第にドイツ語に取って代わ
られるにともない、また特に敬虔主義の台頭によって、出版されたドイツ語マニフ
ィカトの比率はラテン語作品に対して増大した。126 
 
                                                 
125 Welter, op. cit., p 257. 
126 Scholz, op. cit., p. 27. 
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このようにショルツは 17 世紀においてドイツ語マニフィカトが増加する一方、ラテン語作
品が減少していった側面を指摘しているが、それは出版以外についても実証できるのであ
ろうか。もしそうなるとしたら、13 曲ものラテン語マニフィカトを 17 世紀末から 18 世紀
初頭にかけて作曲したと考えられるパッヘルベルの創作活動の特異性は一層高まることと
なろう。 
前述の通り資料が乏しい中、何らかのヒントを与えてくれる可能性があるのが当時の
様々な音楽機関で作成された楽譜目録である。次節ではおよそ 1700 年から 1800 年頃にか
けてドイツ各地で作成された各種の楽譜目録を並べて参照していく。そこに掲載されてい
る作品の多くは現存しないものであるが、当時どういった作曲家がどのくらい声楽マニフ
ィカトを書いていて、それがどの程度普及していたのかを窺い知る手掛かりを探り、この
時代のマニフィカト創作に関する上記のような様々な疑問を考察する糸口を求めることを
目的とする。 
 
2. 当時の楽譜目録から 
 
 今回の研究では、ドイツ各地に点在する 1 次資料にあたることは困難であったため、こ
れまでの先行研究が明らかにしている各種の楽譜目録の報告を参照し、そこにおさめられ
ている声楽マニフィカトを抜き出し、以下にリスト化した。近代のバロック音楽研究がバ
ッハを中心に進められたことを反映し、中部ドイツの報告が多くなっていることを了解し
て頂きたい。またドイツ語作品は黒の網掛けによって示している。 
 
 
〔表 8-1〕Die Musikaliensammlung der Schwarzburg-Rudolstädtischen  
Hofkapelle127 
 
anonym   à 16, 4 Voci, 12 Strom., benebst d. Part. 
anonym   à 16, 7 Voci con diversi Strom., benebst d. Part. 
anonym   à 20, 8 Voci, 12 Strom., Part. allein. 
anonym   à 9, 4 Voci, 5 Strom., benebst d. Part. 
anonym   à 20, 8 Voci, 12 Strom. 
anonym   à 17, 8 Voci, 9 Strom., benebst d. Part. 
                                                 
127 Bernd Baselt, “Die Musikaliensammlung der Schwarzburg-Rudolstädtischen Hofkapelle unter 
Philipp Heinrich Erlebach (1657-1714)”, in Traditionen und Aufgaben der Hallischen 
Musikwissenschaft, edited by W. Siegmund Schultze (Halle: 1963), pp. 105-134. 
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anonym   ab 11, ex C-Dur con Tromb. 
Alberici   à 15, 5 Voci con diversi Strom. 
Bassani   à 7, 4 Voci, 2 Strom., benebst d. Part. 
Bassani   à 10, 5 Voci, 5 Strom., benebst d. Part. 
G. S. B.   à 17 : Johann Samuel Beyer? 
Colonna   à 3, 4 e 5 se piace con Strom., ohne Part. 
Cosoni     
Fedeli     à 7, 3 Strom., 4 Voci, benebst d. Part. 
Fedeli     à 10, 4 Voci, 6 Strom., benebst d. Part. 
Gianettini  à 12, 5 Strom., 6 Voci, Part. allein. 
Kerl       à 9  
Krieger    à 12 
Kuhnau    
Legrenzi    à 13, 8 Voci, 5 Strom., benebst d. Part.) 
Pachelbel   à 13 : Eggebrecht Nr. 41 oder 46 [=PWV 1503 oder 1514] 
Pachelbel   à 13, ex D-Dur ejusdem, benebst d. Part.: Eggebrecht Nr. 42 [=PWV 1507] 
Passarini    à 6, 4 Voci, 2 Violini, benebst d. Part. 
Perandi     à 11, 5 Voci, 5 Strom., Part. allein. 
Perandi     à 9, 4 Strom., 5 Voci, Part. allein. 
Rosenmüller  à 10, 5 Voci, 5 Strom. 
Rosenmüller  à 10, 5 Voci, 5 Strom., benebst d. Part. 
Torri        à 15 ô 20, 8 Voci concertato con diversi storm., benebst d. Part. 
 
 
 
〔表 8-2〕CATALOGUS  Musicalischer Sachen bey der Schule und 
 Kirche St. Lamperti In Quernfurth auffgesetzt und übergeben 
 Anno M. DC. LXXXVII128 
 
S. Knüpfer?   à 4. 2 Violin. 1. Trom. 1. Bass. et Cont. S. K. 
 
〔表 8-3〕Das Inventar des Jahres 1709 zu Freyburg (Unstrut)129 
 
anonym  “Acht Stimmen ohn: Gen: Bass. mit schwartzen Taffeln, darinnen etl. Missen, Magnificat  
u. alte Mot: ” 
A. A. (=Andreas Armsdorf?)   Magnificat. 
                                                 
128 Michael Maul, “Ein Noteninventar aus Querfurt als Quelle für das Repertoire an Lateinischer 
Kirchenmusik in Halle um 1695”, Händel-Jahbuch 51 (2005): 281-316. 
129 Werner Braun, “Die alten Musikbibliotheken der Stadt Freyburg (Unstrut)”, Die Musikforschung 
15 (1962): 123-145. 
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〔表 8-4〕Die alte Chorbibliothek der Thomasschule in Leipzig130 
 
anonym         ex B. à 16. 
anonym         ex A moll. à 10. 
anonym         ex G moll. à 15. 
anonym         ex C. à 14.  
anonym         con ‚Vom Himmel hoch da komm.‘ . 
Albrici, Vincenzo  à 10. 
Brückner        ex E. à 9. 
                 à 9. 
 Casutti, Casper   ex D moll. à 5. 
 Knüpfer, Sebastian  4 Magnificat  
 Krieger, Joh. Phil. (durchweg J. P. Krüger geschrieben) 
                 à 10. 
                 à 15. 
Meltzel (Georg?)  à 16. 
 Peranda, Marco Sioseffo  à 15. 
                       à 20. 
à 20. 
                       ex D moll. à 10. 
                       ex G. à 16. 
 Thieme, Clemens  Magnificat : 21 Stück, ohne Spezifikation 
 Valentini (Pier Francesco?)  à 13. 
                         ex G. à 9. 
 
〔表 8-5〕Die Chorbibliothek der St. Michaelisschule in Lüneburg131 
 
anonym  à 3. 2 Violin. C. Solo. 
anonym  à 15. 4 Viol. 1 Violon. 2 Corn. 3 Tromb. CCATB in Conc. 5 Voc. in Rip. : D#  
Barthali, Ant. (Bertali)  à 14. : D 
 Fontei, Nic.  5 Strom. CATB. con Cap. : D 
Förster, Casper  à 10 ou 15. 2 Violin. 3 Trombon. CATTB. in Concerto. CATTB. in Ripieno. : D♭ 
Gerstenbüttel, Joach.  à 18. 2 Violin. 4 Tromb. CCATTB in Conc. CCATTB in Rip. : G 
                    à 13. 5 Strom. CATB con Cap. CATB. : A#  
Gratiani, Bonif.      à 5. CATTB : D♭ 
Knüpffer, Sebastian   à 6. C. ou Ten. Solo con 5 Strom. : F♭ 
                                                 
130 Arnold Schering, “Die alte Chorbibliothek der Thomasschule in Leipzig”, Archiv für 
Musikwissenschaft 1 (1918/ 1919): 275-288. 
131 Max Seiffert, “Die Chorbibliothek der St. Michaelisschule in Lüneburg zu Seb. Bach’s Zeit”, in 
Sammelbände der Internationalen Musikgesellschaft 9 (1907/1908): 593–621. 
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 Lilio, Fr.            à 18. 8 Strom. CCATB. con Rip. à 5 : C♭ 
 Peranda, Gioseffo (Perandi)  à 25. 4 Viol. Fag. 2 Cornett. 3 Tromb. CCATB. del choro 1mo. 
 CCATB. del Choro 2do. CCATB. in Rip. : G 
Reina, Fra (Sisto)          à 8. : G 
 Rosenmüller, Joh.          B. Solo con 5 Strom. : F♭ 
Schnittelbach, N.          à 7. 2 Violin. è 5 Voc. : G 
Schultze, C. A. (Prätorius)   à 5. 2 Violin. 1 Violon. C è Baßo : A# 
Schütz, Heinr.            5 Strom. 4 Voc. con Cap. : G 
à 10. 2 Violin. 3 Tromb. Fag. CTB. con Cap. à 4. : D 
 Schwenckenbecher, G.     à 12. 7 Strom. 5 Voc. con Continuo. : D# 
 Theile, Joh.              à 12 ou 17. 2 Violin. 2 Cornett. 2 Viol d’Braz. Fag. CCATB. in Conc.  
CCATB in Ripieno. : F♭ 
 Weckmann, Matthias      C ou Ten. Solo con 2 Violin. : A 
 Zeutschner, Tobias        à 6. CATB con 2 Violin. : E 
 
〔表 8-6〕Inventar zu Schneeberg (1682)132 
 
anonym         à 10. et 15. 
anonym         à 12. 
anonym         à 10. 
anonym         à 10. 
anonym         à 6. 8. et 12. 
anonym         Magnificat Sept: ton: à 6. 
anonym         à 5. et 10. 
anonym         à 10. 
Horn, Joh. Casp.  Magnificat. 
Horn, Joh. Casp.  Magnificat. 
Knipf (Knüpfer)  à 10. 
Orlandi         Magnificat octo tonos 4. St: 
Rovelt, Joh.      à 14. 
Sph (Speckhuhn)  à 10. et 12. 
Sph (Speckhuhn)  à 7. 
 
〔表 8-7〕Die Bibliothek der Michaeliskirche zu Erfurt133 
 
anonym   Magnificat, F-dur, B solo, CCATB, cap. 
                                                 
132 Eberhard Möller, “Schütziana in Chemnitz, Freiberg und Schneeberg”, in Schütz-Jahbuch 13 
(1991): 56-90. 
133 Elisabeth Noack, “Die Bibliothek der Michaeliskirche zu Erfurt”, in Archiv für Musikwissenschaft 
7(1925): 65-116. 
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anonym   Magnificat, G-dur, ATB 
 
〔表 8-8〕Sammelhandschrift von Hermann Koch (1638-1697) zu Berlin134 
 
Band V 
Böhmius         Magnificat, (…) Germanico-Latinum, a 9 (4 str., 1+4 v.), Bc. 
Schütz (Heinrich)  Magnificat, a 16, Bc. : = SWV 468 
Thieme, Clemens  Magnificat, a 11 (6 str., 5 v.), Bc. 
 
〔表 8-9〕Inventar zu Schweinfurt, Catalogus Musicalium Dn. Eccardi. 
 (Betrifft den Ankauf des handschriftlichen musikalischen 
 Nachlasses Johann Nikolaus Eccards im Jahr 1688)135 
 
anonym       in Partitura 
Agric:        6 Voc., 5 Instr., 6 Rip. 
Bach, J. M.    4 Voc., 2 Instr., 4 Rip. 
Incerti        7 Voc., 2 Instr. 
Knüpffer      6 Voc., 8 Instr., 6 Rip. 
Rosenmüller   4 Voc., 9 Instr., 4 Rip. 
Rosenmüller   5 Voc., 5 Instr., 5 Rip. 
Rosenmüller   B, 5 Instr. 
Rosenmüller   C, 5 Instr. 
Schell        5 Voc., 10 Instr., 5 Rip. 
Werner       4 Voc., 6 Instr., 4 Rip. 
 
〔表 8-10〕Musikalienverzeichnis St. Magni (?) zu Braunschweig (Kap. V. 1, 
 V. 2, StaBS, G II, 6, Nr. 6, o. S. um 1700)136 
 
anonym               Magnificat sexti toni - in folio. VV et Violon, CATB 
Capr(icornus), S(amuel)  VV, CCATB con Cap.  
R(osenmüller), J(ohann)  Magnificat 5 toni à 61. G (8?). in fol. VV2, Tromb. et Fagot, CATB 
R(osenmüller), J(ohann)  Magnificat in fol. 5 Viol, C 
R(osenmüller), J(ohann)  Magnificat in fol. 5 instr., B 
                                                 
134 Werner Braun, “Berliner Kirchenmusik im letzten Drittel des 17. Jahrhunderts. Zur 
Sammelhandschrift Koch aus der ehemaligen Sing-Akademie”, in Jahrbuch des Staatlichen 
Instituts für Musikforschung Preußischer Kulturbesitz (1996): 166-193. 
135 Peter Wollny, “Materialien zur Schweinfurter Musikpflege im 17. Jahrhundert: Von 1592 bis zum 
Tod Georg Christoph Bachs (1642-1697)”, in Schütz-Jahbuch 19 (1997): 113-163. 
136 Werner Greve, Braunschweiger Stadtmusikanten. Geschichte eines Berufsstandes 1227-1828 
(Braunschweig: 1991), pp. 268-275. 
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〔表 8-11〕Die Handschriften und alten Drucke im Archiv von St. Nicolai zu 
       Luckau (Lausitz)137  
 
anonym     SATB. 2 Clar. Timp. 2 Viol. o Ob. Va. Vo. Org. : 15 Bl. St.,einige anscheinend sehr alt. 
anonym     Festo Nativ. Christi. CATB. 2 Ob. 4 Tromb. 2 Viol. Va. Org. : 10 Bl. St.. (Viol. 1 u. 2,  
Tromb. 1 u. 4 fehlen) 
anonym     Visit Mariae. SATB. Vc. Org. : mur diese 9 Bl. St.. (A, T, B, doppelt) 
 Beyer, J. S.  CATB et 4 da capo 2 Clar. Tromp. 2 Viol. 2 Va. Fag. Calizono et Vc. Cont. : Part.  
(Original) u. 20 Bl. St. Die letzte Seite der Part. enth. folg. Bemerkung: Soli deo 
gloria. Weißenfels d. 15. August An. 1696. J. S. Beyer. 
 Fedeli      CATB. 3 Viol. 2 Va. Vo. Org. : 11 Bl. St. 1715, J. C. R. Titelblatt mit Bem.: Est bonae  
notae. 
 Gr, C.      CATB. 2 Viol. 2 Va. Org. : 9 Bl. St. J. C. R. C. D. 1715. (viell. Graupner) 
 Weinlig     SATB. 2 Hörn. 2(?) Ob. 2 Viol. Va. Fond. : Nur Titelblatt. 
 
 
〔表 8-12〕“Inventarium ueber die, zur Hochgräffl. Rudolstädtischen Hoff 
 Capell gehörigen musicalischen Sachen und Instrumenta.”  
(um 1700)138 
 
B., G.     Magnificat, 5 voc. 6 strom. 
Pohl.      Magnificat, 5 voc. 7 storm. 
Rosenm.   Magnificat, B solo 5 strom. 
 
〔表 8-13〕Die Musikaliensammlung der Familie von Voß139 
 
anonym                         13 Stücke von Magnificat 
Bach, C. P. E.                     Magnificat für 4 Singst., Instr. : Wq 215, Helm 772 
 Bach, J. S.                       Magnificat D-Dur : BWV 243 
 Brixi, Franz Xaver (1732-1771)      Magnificat D-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Broeder, J. C. (18. Jahrh.)           Magnificat 
 Caldara, Antonio (1670-1736)       Magnificat F-Dur für 4 Singst. 
                                                 
137 K. Paulke, “ Die Handschriften und alten Drucke im Archiv von St. Nicolai zu Luckau (Lausitz)”, in 
Musikpflege in Luckau, Niederlausitzer Mitteilungen, Zs. der Niederlausitzer Gesellschaft für 
Anthropologie und Altertumskunde, XIV. Bd., 1. - 4. Heft, Guben 1918. 
138 Otto Kinkeldey, “Philipp Heinrich Erlebach, Harmonische Freude Musikalischer Freunde”, DDT 
46/ 47 (1914): 22-28. 
139 Bettina Faulstich, Die Musikaliensammlung der Familie von Voß; ein Beitrag zur Berliner 
Musikgeschichte um 1800 (Kassel: Bärenreiter, 1997). 
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 Cantu, Giovanni (Angabe auf der Hs.) Magnificat F-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Dal Pozzo, Vincenzo (um 1585-1612) Magnificat für 6 Singst. 
 Drobisch, Johannes Friedrich (18. Jh.) Magnificat C-Dur zu 4 Singst., Instr. 
 Durante, Francesco (1684-1755)     Magnificat B-Dur für 4 Singst., Bc. 
 Fedeli, Ruggiero (1655-1722?)      Magnificat c-Moll für 4 Singst., Instr. 
                                Magnificat F-Dur für 8 Singst. in 2 Chören, Instr. 
Gabrieli, Giovanni (1553/ 1556-1612) Magnificat für 8 Singst. 
 Galuppi, Baldassare (1706-1785)     Magnificat G-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Gianettini, Antonio (1648?-1721)     Magnificat d-Moll für 4 Singst., Instr. 
                                 Magnificat A-Dur für S und A., Instr. 
 Graun- Incertum                  Magnificat F-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Harrer, Gottlob (1703-1755)        Magnificat G-Dur für 8 Singst. in 2 Chören, Instr. 
 Hasse, Johann Adolph (1699-1783)   Magnificat F-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Hoffmann, Melchior (um 1679-1715) Magnificat (Meine Seele erhebt den Herrn) a-Moll für S solo,  
Instr.: BWV Anh. I 21/ Anh. III 168 
                                Magnificat d-Moll für 4 Singst., Instr. 
 Homilius, Gottfried August (1714-1785) Magnificat D-Dur für 4 Singst., Instr. 
                                  Magnificat (Meine Seele erhebt den Herrn) B-Dur für 2  
Singst., Instr. 
 Jommelli, Niccolò (1714-1774)       Magnificat D-Dur für 4 Singst., Instr. : Hochstein H. II. 5 
 Krebs, Johann Ludwig (1713-1780)   Magnificat (deutsch) F-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Krieger, Johann (=Krüger?) (1652-1735) Magnificat C-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Leo, Leonardo (1694-1744)          Magnificat c-Moll für 5 Singst. : Krause D/ I/ 1 
                                 Magnificat g-Moll für 4 Singst. : Krause D/ I/ 2 
 Mancini, Francesco (1672-1737)      Magnificat D-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Marenzio, Luca (1553/ 1554-1599)    Magnificat C-Dur für 8 Singst. a cappella 
 Merulo, Claudio (1533-1604)        Magnificat für 12 Singst. 
                                 Magnificat für 8 Singst. 
 Negri, Domenico Francesco (17./ 18. Jahrhundert) Magnificat Es-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Pace, Pietro (1559-1622)           Magnificat für 4 Singst. 
 Palestrina, Giovanni Pierluigi (1525/ 1526-1594)   VIII Magnificat nach den 8 Kirchentönen  
(C XVI, 1 ff.) 
 Porpora, Niccolò (1680-1767)      Magnificat g-Moll für 4 Singst., Instr. 
 Porta, Giovanni (1690-1755)       Magnificat G-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Pulci, Vincente (?-?)             Magnificat für 6 Singst. 
 Scheibe, Johann Adolph (1708-1776) Magnificat A-Dur für 2 Singst., Instr. 
                               Magnificat D-Dur für 4 Singst., Instr. 
                               Magnificat G-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Schwenkenbecher, ?             Magnificat D-Dur für 5 Singst., Instr. 
 Telemann, Georg Philipp (1681-1767)  Magnificat für 5 Singst., Instr. : TVWV 9: 17 
                                  Magnificat (deutsch) für 4 Singst., Instr. : TVWV 9: 18 
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 Zelenka, Jan Dismas (1679-1745)  Magnificat C-Dur für 4 Singst., Instr. : ZWV 107 
 
〔表8-14〕Katalog der Musikhandschriften der Fürstenschule Grimma140 
 
anonym        Magnificat F-Dur für CATB, Ob I, II, Vn I, II, Va, Vc, Bc 
anonym        Magnificat für S, T (=S II), B (= Bc) 
anonym        Repleta est Elizabeth spiritu sancto/ Magnificat/ Et exsultavit, spiritus meus in  
Deo für SAB 
Lasso, Orlando di (1532c-1594)   Magnificat für S, A, B, V 5 (= S 2) : p. 5-10, 4-10, 5-10, 2-7 
Naumann, Johann Gottlieb (1741-1801)  Vespers. Excerpts (Magnificat) C-Dur für SATB, Ob I, II,  
Fg I, II, Cor I, II, Tr I, II, Timp, Vn I, II, Va, Bc, Org  
 Scheidt, Samuel (1587-1654)     Magnificat für V (4), i (4), bc : SSWV 74 
 Schuster, Joseph (1748-1812)    Magnificat für SATB, Ob I, II, Cl I, II, Cor I, II, Tr I, II, Timp,  
Vn I, II, Va, Bc, Org 
 Seydelmann, Franz (1748-1806)  Magnificat C-Dur für SATB, Ob I, II, Cor I, II, Vn I, II, Va, Bc,  
Org  
Seydelmann, Franz (1748-1806)  Magnificat für SATB, Ob I, II, Cl I, II, Cor I, II, Vn I, II, Va, Bc 
Seydelmann, Franz (1748-1806)  Magnificat für SATB, Ob I, II, Cor I, II, Vn I, II, Va, Bc  
Weinlig, Christian Ehregott (1743-1813) Meine Seele erhebet den Herrn Es-Dur für SATB, Fl, Cl,  
Cor I, II, Vn I, II,Va, Bc, Org 
 
 
 
3. 目録についての考察 
 
目録を概観して明らかなことは、17 世紀後半から 18 世紀初頭の時期にも、声楽マニフィ
カトの楽譜は各地の音楽機関に保管され、それらにアクセスし、ときにはそれらを実際の
礼拝で用いる可能性は十分に残されていたということである。またドイツ語作品に押され
て、ラテン語マニフィカトがこの時代に捨て去られたと一概に結論づけることもできない
ように思われる。17 世紀から 18 世紀初頭にかけての時期、ドイツのプロテスタント都市で
はたしかにラテン語マニフィカトの創作は減少したかもしれないが、それが一気に廃れた
と考えるのは事実を見誤る恐れがあろう。 
 次に注目されるのはヨーハン・ローゼンミュラーJohann Rosenmüller（ca. 1619-1684）
の作品がしばしばみられることである。ローゼンミュラーはライプツィヒのトーマス・カ
                                                 
140 Andrea Hartmann, Katalog der Musikhandschriften der Fürstenschule Grimma, edited by 
RISM-Arbeitsgruppe Deutschland e.V. (Dresden, 2009). 
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ントルとして活躍したのち、ヴェネツィアに移り、晩年ドイツに戻りヴォルフェンビュッ
テル宮廷の楽長になったという経歴もあり、イタリアの新しい音楽をドイツにもたらした
作曲家の一人として一般に理解されている。特に声楽マニフィカトのような典礼作品につ
いて、彼がイタリアからもたらした影響は多分にあると推測され、様式研究の際に彼の声
楽マニフィカトを参照することは有益と考えられる。 
興味深いのはパッヘルベルの編成の大きな声楽マニフィカトが、パッヘルベルの活動地
ではなかったルードルシュタットにも伝わっていることである。周知のとおり、声楽マニ
フィカトはそれが演奏される場に応じて作曲され、また印刷されることも滅多にない。こ
のことが作品再演の可能性を狭め、他地域への伝播、後代への伝承を困難にしていること
は疑いないことである。そうした中、ニュルンベルク時代に書かれたと推測される作品が
ルードルシュタットに伝わったという事実は、当地とパッヘルベルとのネットワークが存
在したことをほのめかすものでもある。ルードルシュタットとパッヘルベルになんらかの
繋がりがあったのかどうか、今後調査してみる価値はあろう。 
このようにパッヘルベルの声楽マニフィカトが、直接の彼の活動地でない街にまで伝わ
っていたことは注目に値するが、表をみる限り彼の名がとりわけ多いともいえない。そし
て、声部数が 10 を超えるような、それなりの規模の作品も決して珍しくはなく、様々な作
曲家によって手掛けられている。おそらくは、その再演の困難さゆえに広く伝播・伝承さ
れる可能性が狭まり、現代に伝わる作品例は多くないのかも知れないが、17 世紀後半のド
イツにおいてもラテン語の声楽マニフィカトを演奏する機会が失われたわけではなく、そ
れぞれの事情に応じて新たに作曲されたり再演されたりしていたと考えるのが妥当ではな
いだろうか。 
宗教作品が生み出される背景には、多くの場合その土地の教会事情や街の政治的要因も
絡んでいる。それぞれの街によってマニフィカトの扱われ方や位置づけは異なっていたは
ずである。本論文の第 1 章第 3 節でみたように、ニュルンベルクでは 18 世紀に入っても毎
日晩課がラテン語で行われていた。同市のこうした保守的な環境は、パッヘルベルの壮麗
な声楽マニフィカトの誕生と決して無縁ではないだろう。さらにいえば、マニフィカトが
演奏される場であったこの晩課が、それぞれの都市でどのような「役割」を担い、どのよ
うな機能を果たしていたのかについて併せて考察を深めることも本来不可欠と思われる。
しかしながらこうした個別の事例研究はまだ乏しい現状である。本研究では、ニュルンベ
ルクにおけるマニフィカトおよび晩課の役割に関して、結論部分で若干の考察を加えてい
るが、今後こうした観点による事例研究が他の都市についても拡大し蓄積され、ショルツ
による先行研究を強力に補完するかたちで 17世紀ドイツのプロテスタント地域におけるマ
ニフィカト創作の全体像がより具体的かつ詳細に描けるように進展していくことが強く望
まれる。 
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第 4 章 ボーケマイヤー・コレクションの声楽マニフィカト 
1. ボーケマイヤー・コレクション 
 
 パッヘルベルの声楽マニフィカトの特性を浮き彫りにするためには、第 2 章の最後でも
述べたが、他の作曲家の作品と比較対照することが有益であろう。しかしながら前節でみ
たように、一人の作曲家でそれなりの数の現存する声楽マニフィカトをもつ例が乏しいた
めに、特定の作曲家一人を取り上げてその一作品とパッヘルベルを比較しても、なかなか
客観的にパッヘルベルの特性をみることはできないという問題に突き当たる。そこでこの
章では『ボーケマイヤー・コレクション』に収められた声楽マニフィカトを参照すること
を試みたい。 
『ボーケマイヤー・コレクション』はゲオルク・エスターライヒ Georg Österreich
（1664-1735）が 1680 年代にヴォルフェンビュッテルの宮廷音楽家を務めた時期に蒐集を
開始し、北ドイツのゴットルフのカペルマイスターを務めた時期、そして晩年に職務を退
いて個人蒐集家として活動していた時期を通じて集めた楽譜コレクションであり、まさに
パッヘルベルの時代の音楽文化の中で普及・流通し、誰でもとはいえないが、人々が接す
ることのできた声楽マニフィカトの姿を反映するものといえる141。ちなみに同コレクショ
ンは現在ベルリン国立図書館に収められている。 
キュンマリングの研究142によれば、同コレクションには 20 曲の声楽マニフィカトが収め
られている（表 9 参照）。3 曲が収められている G. B. バッサーニ、2 曲が収められている
A. ジャンネッティーニら、パッヘルベルとほぼ同時代のイタリア人作曲家の名が見られる
一方、前章でみたローゼンミュラーや、パッヘルベルの師と伝えられるヨーハン・カスパ
ール・ケルル Johann Caspar Kerll（1627-1693）ら、パッヘルベルの一世代前のドイツ人
作曲家の作がみられるのが興味深い。以下の節ではパッヘルベルとの直接的あるいは間接
的繋がりが推測される後者二人の作品にバッサーニの作品を加えて概観し、その特性の一
端をみてみたい。 
 
 
                                                 
141 『ボーケマイヤー・コレクション』に関する日本語の文献として、以下を参照した。荒川恒子「バロッ
ク時代の作品伝播」、バロック音楽研究会編『教会カンタータの成立と展開』 東京：アカデミア・ミ
ュージック、1995 年、291～308 頁。 
142 Harald Kümmerling, Katalog der Sammlung Bokemeyer (Kassel: Bärenreiter, 1970). なお、カマロ
ータはキュンマリングが作者不明とした4曲のうち2曲について作曲者を特定している。Robert Michael 
Cammarota, The Repertoire of Magnificats in Leipzig at the Time of J. S. Bach: A Study of the 
Manuscript Sources, Ph. D. diss., New York University (Ann Arbor: UMI, 1986), p. 68ff. これらは表 5
において作曲者名を丸括弧の中に入れて示した。 
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〔表 9〕ボーケマイヤー・コレクション収載の声楽マニフィカト 
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詩節 1 2 3 4 5 6 7
小節 1－8 8－16 16－28 28－37 38－50 51－72 　73－80    F
調性 A→ A→ A→ A→ E→ E→ A→
拍子 C C C C C 3/1 C
編成 Solo: A→C Solo: B→T Solo→Chor Solo: T Duett: C, A Solo: B Trio: C, A, T
Canticle tones,
Tonart IV ?
"omnes
generationes…"
からChor
"nomen"に長
大なメリスマ
Canticle tones,
Tonart VIII
6 7 8 9 10 11 12
51－72 　73－80    F    81－142      F 143－148   148－156　　F 157－162    162－188      F
E→ A→ A→ A→ A→ A→ A
3/1 C C C C C C
Solo: B Trio: C, A, T Chor Solo: B Solo: C Chor Chor
Canticle tones,
Tonart VIII
Fuge
"recordatus"
にメリスマ
"Abraham"
"semini"に
メリスマ
"et in saecula…
"=Fuge
2. J. C. ケルルのマニフィカト 
 
 《マニフィカト イ長調》 編成：CATB, 2Vn, Bc 
〔表 10〕J. C. ケルル《マニフィカト イ長調》楽章構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 『ボーケマイヤー・コレクション』にはイ長調とト長調の 2 つ、ケルルの声楽マニフィ
カトがみられる。イ長調の方が編成は小ぶりである。楽章の区切りは明確でないことも多
く、通作的に作られている。以下、それぞれの節ごとに内容をみていきたい。 
 
第 1 節：極めて簡潔な楽章で、最初にアルト、続いてカントが歌詞を一度ずつ歌う。長い
音価で同音が反復される冒頭のモティーフは、カンティクム定型（第 4 旋法）の引用のよ
うにもみえる。 
 
第 2 節：第 1 節と同じように、最初にバスが、続いてテノールが歌詞を一度ずつ歌う。た
だし、テノールの歌い出しの前に器楽が同一の主題で短い応答を挿入する。 
 
第 3 節：アルト、カントが歌詞を歌い継いだ後、“omnes generationes”から合唱となる。
合唱では主題が常に 3 度平行で導入されているのが興味深い。 
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第 4 節：テノールによる短い独唱である。ここでは「御名 nomen」の語が、16 分音符のメ
リスマで 3 小節にもわたって引き延ばされ強調されるのが目を引く。 
 
第 5節：カントとアルトの二重唱。両パートはパッヘルベルにみられたような“nachlaufend”
のかたちで進むことが多い。なおこの第 5 節と、続く第 6 節のみ、開始の調が主調の 5 度
上のホ長調となる。曲全体の中央に位置するこれらの節が、他より緊張感を高められてい
ると考えられよう。 
 
第 6 節：ここだけ拍子が 3 拍子になっているのがなによりの特徴である。バスの独唱にも
伴奏のヴァイオリンにも早いパッセージは出てこず、一音一音足並みを揃えて力強く進ん
でいく。“dispersit”からは各パートがバラバラに入ってくるが、これは「追い散らす」の表
現と考えられる。 
 
第 7 節：“Deposuit potentes de sede”までのカントにカンティクム定型（第 8 旋法）が聴か
れる。“et exaltavit”以下では上の声部から下の声部へと順に下行音型を歌い始める。つま
り「上げる exaltavit」の語はメリスマで上昇する音型であるのに対し、「卑しい者 humiles」
の部分に向かって音域が下がっていくのである。これも歌詞内容の表出ととらえるべきだ
ろう。 
 
第 8 節：長音符によるゆったりとしたフーガである。曲全体の 3 分の 1 の小節数を要する。
“Esurientes”以下と、“et divites”から最後までの二部分から成る。 
 
第 9 節：バスによる短い独唱。“recordatus”の語が 16 分音符のメリスマで二度強調される。 
 
第 10 節：カントによる簡潔な独唱。“Abraham” “semini”の二語がやはり 16 分音符のメリ
スマで繰り返される。 
 
第 11 節：アルト、テノール、バスの三重唱で始まり、“et Spiritui…”から合唱となる。極
めて簡潔なドクソロジアである。 
 
第 12 節：カント、アルト、バスの三重唱で始まり、“et in s[a]ecula…”から合唱となる。合
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6 7 8 9 10 [Sonata] 11 12
143-161 161-171 171-185 186-200   200-220　　F 221-234 234-255   　　255-296      F
D→ C→ a→ G→ G→ G→ G→ G→
2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 3/1
Chor Trio: T1, T2, B Chor Duett: A, T1 Chor Vn1, Vn2, Bc Chor Chor
B: Canticle
tones?
"implevit bonis"
に長音符
"Gloria"に
長大なメリスマ
主題の3度平行頻出
詩節 1 2 3 4 5 6 7
小節 1-29      F 30-60 60-108 109-122 122-143 143-161 161-171
調性 G→ G→ a→ D→ G→ D→ C→
拍子 3/1 3/1 3/1 2/2 2/2 2/2 2/2
編成 Chor Trio: A, T1, B Chor Duett: C1, C2 Chor Chor Trio: T1, T2, B
"omnes
generationes"の
Vnに細かい
トレモロ
"progenies"
にメリスマ
B: Canticle
tones:
Tonart VIII
唱は形式的に必ずしも厳格ではないが、フーガの一種とみなせよう。後述するようにパッ
ヘルベルの作品との類似がみられる箇所である。 
 
《マニフィカト ト長調》 編成：CCATTB, 2Vn, Bc 
〔表 11〕J. C. ケルル《マニフィカト ト長調》楽章構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 編成においても長さにおいてもイ長調のマニフィカトより規模が大きい。1 分の 3 拍子の
楽章が楽曲の両端に位置し、その中間はアッラ・ブレーヴェをとる（表中では 2/2 と表記）。
調、拍子、区切り等から考えて、第 1〜3 節、第 4〜8 節、第 9〜10 節、第 11〜12 節のま
とまりを認めることができよう。 
 
第 1 節：冒頭で“Magnificat”の歌詞がホモフォニックなトゥッティで二度唱えられる。この
とき 5 度上方に跳躍し、また 5 度下方に跳躍する主題がバスに呈示されている。この主題
と、“anima mea…”のより動きのある主題が組み合わされて曲が進んでいく。 
 
第 2 節：2 パートの 3 度平行や、3 パートによる模倣的な声部導入など、パッヘルベルにみ
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られた要素が多く現れている。 
 
第 3 節：合唱全パートによるホモフォニックな動きの部分と、2 声部による模倣的な部分が
交互に現れる。“omnes generationes”の箇所では、合唱パートは 6 声揃って長音符を引き
延ばしているが、その裏でヴァイオリンの 2 パートが細かい刻みを続け、歌詞の表出を試
みている。 
 
第 4 節：ここから拍子がアッラ・ブレーヴェとなり、譜面上も細かい音符が増えて躍動感
を感じさせる。第 4 節は二つのカントが一貫して模倣的にやり取りしながら進む短い二重
唱である。 
 
第 5 節：合唱の全パートが登場するが、基本的に 2 パートが 1 組となって模倣し合いなが
ら進む。パートの組み合わせは様々に代わっていく。 
 
第 6 節：声楽の上 5 パートが間髪入れぬ模倣の掛け合いを繰り広げる中（“Engführung”）、
バスはカンティクム定型（第 8 旋法）を引き延ばして呈示する。 
 
第 7 節：テノール以下の下 3 声部が模倣的に進行する。“exaltavit”のフレーズはメリスマの
上行音型。 
 
第 8 節：カントの 2 声部が 3 度平行で進むが、「よいもので満たし implevit bonis」の歌詞
で長音符のユニゾンとなる。 
 
第 9 節：アルトとテノール 1 による模倣による掛け合いが続く。 
 
第 10 節：“Sicut locutus” “Abraham” “et semini”のそれぞれで模倣的に各声部が導入され
る。その際 3 度平行で入ることも多い。“in s[a]ecula”で全声部がホモフォニックな動きで
足並みを揃え、一度終止する。 
この後、13 小節の器楽合奏が挿入される。ヴァイオリンの 2 パートは常に模倣的な動きを
見せ、3 度平行もみられる。 
 
第 11 節：ここではカントの 2 パートが“Gloria”の歌詞で 16 分音符のメリスマにより同度カ
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詩節 Sinfonia 1 2 3 4 5 6 7 Ritornello
小節 1－17 　15－35    F   36－58     F     59－92     F     93－121   F    122－156   F 157－179    180－203  F 204－222
調性 c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→
拍子 C C C C C 3/2 C C 3/2
編成 Instr. Chor C1,  C2, A1, T1, T2, B1 Duett→Chor CCATTB Duett: C1, A1 Chor C1, T1, C2, T2, B2 Instr.
交唱様式 交唱様式 交唱様式
potentes:
メリスマ、3度平行
テンポ変化
ノンを繰り返すのが最も特徴である。 
 
第 12 節：この最終節では以下の 3 つの歌詞に応じてテクスチュアが変化する。 
    “Sicut erat in principio”   全パート揃ってのホモフォニックな合唱 
     “et nunc et semper”     2 声部が 3 度平行を形成しつつ次々に導入される 
     “et in secula seculorum”   全パート揃ってのホモフォニックな合唱 
        “Amen”           各パートが次々と模倣的に導入される。後半では 3
度平行を形成して 2 パートずつ入ってくる。 
 
以上、ケルルのマニフィカトをみてきたが、断片的にとはいえパッヘルベルの作品にみら
れた様々な特徴が示されていることが分かる。特に声部導入の多くがほとんどの場合模倣
的に行われていること、3 度平行が多用されていることなどは注意しておきたい。 
 
 
3. J. ローゼンミュラーのマニフィカト 
 
 では次にローゼンミュラーの作品をみてみよう。 
 
 《マニフィカト ハ短調》 編成：Chor 1( CATB), Chor 2(CATB), 2Cto, 3Tbn, 2Vn, 2Vtta,  
                              Va, Bc 
 
〔表 12〕J. ローゼンミュラー《マニフィカト ハ短調》楽章構成 
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7 Ritornello 8 Ritornello 9 Ritornello 10 11 12
   180－203  F 204－222 222－262 262－280 280－309 309－327 327－354   355－381  F   　　382－430    F
c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→
C 3/2 3/2 3/2 3/2 3/2 3/2 C→3/2 C
C1, T1, C2, T2, B2 Instr. Chor Instr. Solo: B1 Instr. Chor Duett: A1, A2 Chor
potentes:
メリスマ、3度平行
テンポ変化
交唱様式 交唱様式
「Sicut erat…」: Fuge
「et in secula…」: Fuge
 
 
 
 
 
 
 
二重合唱編成で、曲の長さが 430 小節にも及ぶきわめて堂々たるマニフィカトである。
各節が楽章として完結している点も注目される。ショルツによるマニフィカト分類143の 5
番目、「カンタータ書法」による作品の特質を備えた例といえよう。また、第 8 〜10 節が
器楽による同一のリトルネッロを差し挟みながら一貫性をもって進められているのも興味
深い。このようなリトルネッロによる「回帰構造」は、詩篇第 112（111）に付曲したロー
ゼンミュラーの複数の《主を畏れる者は幸いなり Beatus vir》においてみられ、さらにク
ラウディオ・モンテヴェルディ Claudio Monteverdi（1567-1643）をはじめとするヴェネ
ツィアの作曲家たちによって慣例的に用いられている。園田は「回帰」が「永遠」の意を
持つと考え、「神の恩恵をテーマにしたこの楽曲に適していることから、多くの作曲家がこ
の詩篇に回帰構造を用いたのであろう」144と説明している。マニフィカトの第 8～10 節も
同様に、貧しい者やイスラエルの民に対する神の恩恵について述べており、リトルネッロ
の回帰構造の意味について同じように解釈することができるだろう。また、パッヘルベル
の作品でも PWV 1510 が第 8～第 10 節を一つのまとまりとして扱っている。 
 
第 1 節：冒頭には“Sinfonia”と題された器楽合奏が置かれているが、中断されることなく第
1 節の合唱に入る。「弦楽器+第 1 合唱」のグループと、「管楽器+第 2 合唱」のグループを
交互に響かせる、いわゆる協奏様式による合唱群の交互唱は、同様に二重合唱を用いてい
る PWV 1505 との類似も想起させる。“anima mea…”の部分は、メリスマティックで模倣
的な二重唱として歌われ（“nachlaufend”）、しかも 3 度平行となって進行する。これもパ
ッヘルベルによくみられた書法である。 
 
第 2 節：通奏低音に支えられた 6 重唱である。長大なメリスマを含む“Et exsultavit”と、ゆ
ったりとした音価が並ぶ“spiritus meus”の二つの主題が同時並行的に現れて進む。後半は 2
                                                 
143 本論文の 10 頁を参照。 
144 園田順子『J. ローゼンミュラーの声楽作品研究──その個人様式と越境性──』 博士論文、京都市
立芸術大学、2013 年、277 頁。 
125 
 
声部による 3 度平行が目立つ“in Deo salutari meo”の主題に集約される。 
 
第 3 節：二つのカントによる模倣的な二重唱として始まり、“omnes generationes”でホモ
フォニックな合唱に切り替わる。第 1 節と同様に弦楽器を伴う第 1 合唱と、管楽器を伴う
第 2 合唱の交唱である。合唱の半ばで“adagio”の表記が見られ、カントの二重唱が再び
“beatam me dicent”の主題を歌い、すぐまた“omnes”の合唱に戻って終わる。 
 
第 4 節：弦楽合奏と通奏低音を伴う 6 重唱。最初に C1, C2, A1, T1, T2, B2 が揃って“Quia”
と歌った後、上行音型の“fecit mihi magna”、メリスマティックな“qui potens (est)”、長い
音符で定旋律風に歌われる“et sanctum nomen eius”の 3 つの主題が同時並行的に各声部に
次々現れ、最後は弦楽器に最初の 2 主題が現れる中、声楽 6 パートは“et sanctum…”の主
題に静かに集約され終わる。 
 
第 5 節：カント 1 とアルト 1 の二重唱で、2 分の 3 拍子に転じている。“Et misericordia eius”
までをまずアルト、続いてカントが歌い、“a progenie”以下を 2 声の 3 度平行で進める。最
後の“timentibus eum”の部分は“piano”と指示されている。 
 
第 6 節：通奏低音（オルガン）が力強く c の和音を 5 小節にわたってひたすら刻み続ける
のに乗って、“Fecit potentiam”のフレーズが低声部から（B1→B2→T1→T2→A1→A2→C1
→C2）沸き上がるように歌い始められる。その後はこれまでと同じ二重合唱が“Fecit”から
最後までの歌詞をホモフォニックな交唱のスタイルで歌い継いでいく。 
 
第 7 節：“Deposuit potentes de sede”までの主題が各声部で順次歌われる。“potentes”の語
にはかなり長大なメリスマがみられ、そのメリスマが 2 声部による 3 度平行を形成するこ
ともある。“et exaltavit”の箇所は“presto”と指示され、上行する音型で 3 つの声部が次々と
導入される。それに対し、“humiles”の箇所には“adagio”の指示が見られ、声部の動きはゆ
ったりとしたポリフォニーとなる。このテンポ変化は二度繰り返される。この第 7 節にお
ける“exaltavit”と“humiles”の修辞的な描き分けはパッヘルベルの作品でも様々な手段で鮮
やかに試みられているが、こうしたテンポの変化による表出は珍しい。 
 
第 8 節：先述の通り、第 8 節から第 10 節までは同一の器楽リトルネッロを差し挟みながら
進行することにより、一つの大きなまとまりを感じさせる。拍子もこの 3 節において 2 分
の 3 拍子に転じている。これらは楽章構成上の注目すべき特徴といえるだろう。 
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 リトルネットに続き、カント 1 がそれと同一の主題で“Esurientes”と歌い出す。“implevit 
bonis”は全パートのトゥッティでホモフォニックに扱われる。同じことがアルト 1 と、続く
トゥッティで繰り返される。“et divites dimisit”はこれまでと同様の交唱様式で歌われる。
全パートの休符を挿み、“dimisit inanes”がカント 1 によってリトルネッロ主題の変形で歌
われた後、“et divites dimisit”の交唱が繰り返され、アルト 1 が“dimisit inanes”を歌って
締め括る。 
 
第 9 節：通奏低音のみを伴奏とする簡素な独唱だが、カデンツが常にヘミオラになってい
るのが目を引く。これはリトルネッロ主題の特徴でもあり、両者の関連を強く想起させる。 
 
第 10 節：テノール 1 によって“Sicut locutus est ad patres nostros”まで歌われた後、トゥ
ッティで“Abraham”の語が二度繰り返される。そして“et semini…”以下が交唱様式で歌わ
れる。 
 
第 11 節：“Gloria”の 1 フレーズがアルト 1 とアルト 2 で模倣的に歌われ、すぐ 2 分の 3 拍
子となる。先行するアルト 1 の長いメリスマ（“Gloria”の歌詞）をカノン風にアルト 2 が追
いかけ、途中から3度平行を形成。二度繰り返される“et Spiritui sancto”の二度目には“piano”
の指示がみられる。 
 
第 12 節：最初に“Sicut erat”の 1 フレーズがトゥッティで歌われ、フェルマータで延ばさ
れる。そこから二つのフーガとなる。一つ目は“Sicut erat in principio”を歌詞とする主題と
“et nunc et semper”を歌詞とする対位句から成る。両主題を用いた器楽の短い間奏を挟み、
“et in secula in seculorum, amen”を主題とし“amen”対位句とする二つ目のフーガが開始
される。ローゼンミュラーのフーガ主題は、パッヘルベルと異なり、跳躍進行を多く含み、
性格が非常にはっきりしたものが目立つ。その一方、主題を 3 度ないし 6 度平行で重ねる
例はほとんどみられない。 
 
作曲年代を特定できないのが難点だが、全体的に見てローゼンミュラーのマニフィカト
は柔軟に様々な手法を取り入れ、パッヘルベルより劇的な表現を志向しているように思わ
れる。他方、2 声部を 3 度平行で進めたり、各パートの入りが多くの場合模倣的であったり
と、パッヘルベルと共通の傾向も多く見られる。 
 
 
127 
 
6 7 8 9 10 11 12
230－285   F    286－318  F 319－402    F 403－438   F 439－472    F   473－513  F   　　514－565    F
B→ B→ c→ g→ Es→ Es→ g→
C C 3/4 C C C C
Duett: T, B Chor Trio: C, A, B Solo: T Chor Solo: B Chor
Allegro
Vivace
Fuge
Canticle tones:
Tonart VIII
Allegro
Largo ma
spiritoso
Allegro Vivace
Largo
→Allegro
Fuge
詩節 Sinfonia 1 2 3 4 5 6 7
小節 1－28 　29－48    F   49－86     F     87－147    F    148－196  F    197－229  F 230－285   F    286－318  F
調性 g→ g→ g→ c→ Es→ g→ B→ B→
拍子 C C C 3/2 C C C C
編成 Instr. Chor Chor Solo: A Solo: C Chor Duett: T, B Chor
Largo
→Allegro
→Grave
(Grave) Vivace Largo Allegro Adagio Allegro
Vivace
Fuge
Canticle tones:
Tonart VIII
4. G. B. バッサーニのマニフィカト 
 
 最後にバッサーニの作品を一つみておきたい。バッサーニは生涯をイタリアで過ごして
おり、この作品もほぼ間違いなくカトリックの典礼用に書かれたものだろう。しかし彼の
マニフィカトは『ボーケマイヤー・コレクション』に複数伝えられていて、また第 1 章第 1
節で述べたように、彼のオペラが1697年にニュルンベルクで上演されたという記録もある。
こうしたことから、彼の作品がドイツに影響を及ぼした可能性を考えるためにも、ここで
作品を概観することは有意義と思われる。 
 
 《マニフィカト ト短調》（Mus. ms. 1168-1） 編成：CATB, 2Vn, Bc 
 
〔表 13〕G. B. バッサーニ《マニフィカト ト短調》楽章構成 
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 バッサーニのマニフィカトも各楽章が独立しているのが分かる。この作品は、1690 年に
ヴェネツィアで出版された彼の宗教曲集『ダビデの調和的熱狂 Armonici Entusiasmi di 
Davide』にも収載されており、おおよそこの時代の作と推測できよう。 
 
シンフォニア：テンポの表示が細かくなされており、最初は“Largo”で情感に満ちつつ物悲
しく始まる。それが半終止でいったん収まると、次は“Allegro”の快活な部分に入る。ヴァ
イオリンの二声部は基本的に模倣的に開始され、3 度平行が多用される。再び半終止で止ま
ると、最後は“Grave”で落ち着いて幕を閉じる。短いながらも劇的なシンフォニアである。 
 
第 1 節：“Magnificat”のホモフォニックな呼びかけにフェルマータが続くのが二度聴かれる。
抑制された中にも効果的に歌詞が歌われる。なお、アルトとバスのパート譜にだけ、曲頭
に“Grave”の表記がある。 
 
第 2 節：“Vivace”の表記からも明らかなように、一転してリズミカルで活発な動きが目立つ
ようになる。楽譜に“Tutti” “Solo”の指示もみられ、限られた編成上でも音量の対比が意図
されていることが分かる。 
 
第 3 節：通奏低音のみに伴われた独唱である。冒頭の通奏低音に現れる主題が歌唱声部で
も使われて最後まで一貫して用いられており、楽章としての一貫性を強めている。 
 
第 4 節：2 挺のヴァイオリンを伴う軽快なアリアといえる。前半は長調だが、後半の“et 
sanctum…”からは短調に転じている。器楽の間奏も単なる合いの手以上の充実ぶりをみせ
ている。 
 
第 5 節：歌詞が 1 フレーズごと歌われ進められるが、毎回各声部は模倣的に導入される。
これまでになくポリフォニックで古風な印象を与える。 
 
第 6 節：他の作曲家の例でも多くみられたように、バッサーニもこの節を男声に充ててい
る。この 2 声部もおおむね模倣的に導入される。しかし 3 度平行はあまりみられず、むし
ろ掛け合いや反進行が多く、独立的といえる。 
 
第 7 節：カンティクム定型の第 8 旋法冒頭フレーズを主題としたフーガがみられる。しか
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し“et exaltavit”以下は自由度が高まり、フーガというよりは模倣的進行の域にとどまる。 
 
第 8 節：ここで再び 3 拍子に転じており、なめらかな主題の三重唱である。冒頭でヴァイ
オリンが奏でるその主題は歌い出しにも用いられ、後半も繰り返し登場する。これによっ
て楽章の統一感が強く感じられる。 
 
第 9 節：通奏低音を伴うテノールのアリア。通奏低音は同じリズムの繰り返しからなって
いるので、前節同様、楽章に統一感が感じられる。“misericordiae”の部分に長いメリスマ
が現れるが、パッヘルベルにみられたような半音階進行はない。 
 
第 10 節：“Suscepit Israel…”以下の全パート揃ったホモフォニックな動きと、“Abraham…”
以下の模倣的なポリフォニーが対比的に用いられている。 
 
第 11 節：2 挺のヴァイオリンと通奏低音を伴うバスのアリア。歌詞は最初から最後までが
一続きで扱われ、変ホ長調→変ロ長調→ト短調→ハ短調→変ホ長調と流れるように転調し
ていく（特定の歌詞の部分が短調ということではなく、常に歌詞の全体を歌いながら転調
する）。“Gloria”は長大なメリスマで繰り返し歌われる。 
 
第 12 節：最初の 5 小節で“Sicut erat in principio, et nunc, et semper”までが歌われ、半終
止のフェルマータとなる。その後“Allegro”となり“et in saecula saeculorum. Amen”がフー
ガで歌われる。フーガの前半には“Soli”と“Tutti”の指示もみられ、協奏的な対比も意図され
ている。 
 
 
5. パッヘルベル作品と比べて 
 
 以上、様々なタイプの声楽マニフィカトをみてきたが、それぞれの多様な出自を反映し
てか、様式は多岐に及んでいる。残念ながら、ここで取り上げた作品のほとんどは成立年
代、上演された場所、そしてプロテスタントとカトリックのどちらの典礼用に書かれたの
かなどに関する実証的な情報が乏しく、ここで深く論じることはできない。ただし外面的
特徴を見ると、各楽章が独立的に扱われているローゼンミュラーやバッサーニの作品は、
上述のようにショルツの分類の 5 番目「カンタータ書法」の要件をほぼ備えており、新し
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いタイプに属する作品と見なすことができよう。そして各楽章の独立が部分的に現れてい
るパッヘルベルの作品は、彼らの作品より概して保守的であるようにみえる（全 13 曲中、
PWV 1503 だけは各楽章が独立的に作曲されている）。つまり楽章構成の面からみる限り、
パッヘルベルは当時すでにドイツにも伝わっていた最新の書法に必ずしも準拠してはいな
いといえる。他方、複数の節が連続的に扱われることが多く、また三分の一拍子といった
古風な要素がみられるケルルの作品は、明らかに古い時期の作という印象を与える。 
 パッヘルベル作品によく見られ、なおかつ『ボーケマイヤー・コレクション』の作品に
も共有される語法も少なからず見られた。まとめると、以下のようなものが挙げられる。 
 
✦カンティクム定型第 8 旋法の引用（ケルル、バッサーニ） 
✦第 1 節及び最終節に加えて、作品の中央に位置する第 6 節または第 7 節を合唱で
作曲。全体のシンメトリックな構成を形成するとともに、第 6, 7 節の力強い歌詞
内容を効果的に表現（ケルル、ローゼンミュラー、バッサーニ） 
✦特定の箇所の合唱化。特に第 3 節の途中の“omnes generations…”から編成が合唱
へと変化する例（ケルル、ローゼンミュラー） 
✦特定の語の修辞的表現。特に第 7 節の“exaltavit”における上行音型のメリスマ（ケ
ルル、ローゼンミュラー） 
✦特定の節におけるソロ独唱。特に第 9 節をバス独唱とする例（ケルル、ローゼン
ミュラー。ちなみにパッヘルベルでは PWV 1502, 1506, 1512 が該当） 
✦第 10 節の終止を明確に行い、続くドクソロジアと区分（ケルル、ローゼンミュラ
ー、バッサーニ） 
✦“Gloria”の歌詞を長大なメリスマとして作曲（ケルル、ローゼンミュラー、バッサ
ーニ） 
✦第 12 節におけるフーガ書法（ケルル、ローゼンミュラー、バッサーニ） 
 
また、マニフィカトというジャンルに特化した共通点とはいえないが、協奏様式の使用、
主に重唱の箇所における“nachlaufend”の声部書法、2 つの楽器または 2 つの声楽パートを
ペアにして用いることによる持続的な 3 度平行の形成といった基本的な作曲スタイルは、
いずれの作曲家の作品にも広く浸透している。 
 このように並べてみると、パッヘルベルがいかに当時の声楽マニフィカト創作の流儀や
慣例、伝統的書法に通暁していたかが改めて明らかとなる。ただし、パッヘルベルがこう
した作曲技術をいつ、どこで、誰から学んだかについては実証的な研究がなされておらず、
資料も乏しいため、我々はまだ語るすべをほとんど持っていない。いずれにせよ、彼はこ
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れらの書法を熟知した上で、それを用いたり用いなかったりしつつ、極めて多様な 13 曲の
声楽マニフィカトを独自に創作していった。 
 先人との繋がりということで伝記的にも様式的にも興味深いのは、やはりケルルであろ
う。たとえばケルルの《マニフィカト イ長調》の「et in saecula saeculorum いつまでも」
における模倣部分（譜例 13）には、PWV 1508 の同じ箇所（譜例 14）との明らかな類似が
みてとれる。 
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〔譜例 13〕ケルル：《マニフィカト イ長調》 
（SBB Mus. ms. 30215, Berlin, Acc. -, Eitner 11561, fol. 41r）第 12 節より 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔譜例 14〕PWV 1508 第 12 節より 
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同じ小編成用作品ということもあり、ケルルの《マニフィカト イ長調》とパッヘルベルの
PWV1508 とは似た雰囲気を持っている。本研究では十分に行えなかったが、もっと詳細に
両者を比較検討し、影響関係の可能性を探ってみるのも有益だろう。周知のとおり、ケル
ルは 1674 年から 1677 年までウィーンの聖シュテファン大聖堂のオルガニストを務め、
1673 年から 1677 年まで同大聖堂の副オルガニストであったのがパッヘルベルである。両
者の師弟関係を実証する資料は存在せず、慎重論を採る研究者もいるが145、パッヘルベル
がケルルに作曲を学んだ可能性は高い。両者の作品は、今後オルガン作品も含めて詳細に
比較対照してみる価値があると思われる。 
その一方、他の作曲家と比べてもパッヘルベルに突出しているのはフーガの多さである。
一曲の中で彼ほど何度もフーガを書いている例は、『ボーケマイヤー・コレクション』に収
められた声楽マニフィカト全体を見渡しても見られない。ましてやパッヘルベルが“fuga 
doppia”でその頂点を示したような、高度で精巧なフーガの例はほとんど見られないのであ
る。なぜパッヘルベルが声楽マニフィカトの作曲においてこれほどまでにフーガ書法の追
究に心血を注いだのかという興味深い疑問は残る。その一方で我々は今回の作品比較によ
って改めて浮き彫りとなった作曲技法、特に対位法的書法における彼の熟達ぶりを見直し、
彼のモテットに代表される平易で歌唱的な曲作りを越えて、パッヘルベルがその名声に違
わぬ際立った音楽家だったことを再認識しておく必要があるのではなかろうか。 
 
 
 
 
 
 
                                                 
145 たとえば NG 2 のパッヘルベルの項目では「彼が実際にケルルの弟子であったという説得力ある証拠は
まだ存在しない」としつつ、「しかし彼の作品は、彼がケルルの様式から多くを学んだことを明らかにし
ている」と説明されている。Nolte and Butt, op. cit., p. 846. 
またオルトは、マッテゾンが『凱旋門の基礎』のケルルの項目で以下のエピソードを語っているのを
取り上げている。「彼の弟子のうちにかつて月に 8 ターラーを支払いながら、彼の長女に何度も婚約を語
り取り入って、その父から正しく最高の技法を学び取ろうとしたニュルンベルク人がいた。いざことが
うまく運ぶとその男は二の足を踏み、娘は修道院に行った。」（“Unter seinen Schülern befand sich 
einmal ein Nürnberger, der ihm sogar 8 Reichstaler monatlich gab, und sich bey seiner ältesten 
Tochter mit vielen Versprechen einschmeichelte, um dem Vater die rechten und besten Künste 
abzulernen. Wie es ihm nun darin gelungen, trat er auf die Hinterfüße und die Tochter ging in ein 
Kloster.” Mattheson, op. cit., p. 137.）オルトはパッヘルベルがケルルの弟子であったと認める一方、パ
ッヘルベルがその後の生涯で常に人々と調和的に過ごしたことに鑑み、このエピソードの男がパッヘル
ベルとは信じがたいと主張している。Siegfried Orth, “Johann Pachelbel-Sein Leben und Wirken in 
Erfurt”, Aus der Vergangenheit der Stadt Erfurt vol. 2/ 4 (1959): 103. 
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結論 
 
 今回の研究ではパッヘルベルの声楽マニフィカト全 13 曲を分析し表にまとめることで、
その全体像を俯瞰した。これにより、従来から指摘されてきたことではあるが、彼の声楽
マニフィカトがいかに多様性に満ちているかが改めて客観的に示され、個々の作品が具体
的にどのような特性を備えているかもある程度明瞭になったことと思われる。ここから浮
かび上がるのは、これまで彼のモテットなどをもとに形成されてきた、シンプルで分かり
やすい声楽曲を作るパッヘルベルのイメージとはだいぶ異なるものだろう。マニフィカト
創作の伝統に則りつつも、一曲一曲に様々な工夫を凝らし、しかもとりわけそのかなりの
数に及ぶフーガにおいて対位法的書法を駆使し究めんとしている作曲者の顔が見えてきた。 
ここで最後に、彼の声楽マニフィカト創作の契機について考えてみたい。ドイツで活躍
した同時代の作曲家のうち、13 曲もの声楽マニフィカトが現存する例は他にみられないこ
とはすでに述べた。だが本研究では第 3 章で楽譜目録を概観し、当時のプロテスタント都
市であっても声楽マニフィカトは十分に流布していることを確認した。その結果本研究で
は、現存はしないものの、それぞれの街の特性や必要に応じて新たに何曲も声楽マニフィ
カトが作曲され、ときに応じて編成の大きい充実した作品も演奏された可能性は一般的に
あったと推測し、その質の高さは注目に値するにしても、パッヘルベルの創作が必ずしも
特殊事例とは限らないとする立場をとった。それに対し、本論文の序でも述べたように146、
パッヘルベルの創作に関してウッドウォードは作曲家の「良心」「優れた技術」に加え、「天
才的洞察力」と「敬虔な精神」を感じると評し、主にパッヘルベル個人の特質に焦点を当
てる方向性を示した。 
パッヘルベルにこのような見事な仕事を次々と行わせた要因を考察するにあたって、少
し別の観点から眺めてみたい。ここでマニフィカトが演奏された「晩課」という場に注目
しよう。音楽演奏の場としての晩課の可能性について再考した研究は近年いくつかみられ、
この問題をはじめて本格的に論じたリーヴァーはルター派における晩課の歴史を洗い直し、
宗教改革後も基本的に晩課におけるラテン語の斉唱は否定されず、むしろ他にも多様な音
楽が柔軟に演奏され得る場であった様子を描き出した147。一例としてリーヴァーが挙げて
いるのがミヒャエル・プレトーリウス Michael Praetorius（ca. 1571-1621）による注釈で
あり、宗教声楽コンチェルト集『ポリヒムニア』（1619）において、ある作品は非常に長い
                                                 
146 本論文 10 頁参照。 
147 Robin A. Leaver, “Lutheran Vespers as a Context for Music”, in Church, Stage, and Studio: Music 
and Its Contexts in Seventeenth-Century Germany, edited by Paul Walker (Ann Arbor: UMI 
Research press, 1990), pp 143-162. ただし、彼が例として取り上げているのは、リューベック、ハレ、
ドレスデンといった中部以北の都市が主で、地域的にはやや偏りがある。 
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ためマニフィカトに代わって適宜演奏してもよいし、それでも長いようであれば晩課の説
教の前と後に分けて演奏してもよいと作曲者自身が記した例を紹介している148。ちなみに
ヘンデルの師として知られるフリードリフヒ・ヴィルヘルム・ツァホウ Friedrich Wilhelm 
Zachow（1663-1712）が残したドイツ語マニフィカトは第一部と第二部に分かれており、
第 4 節以下を歌詞とする第二部には「午後 Nachmittag」との指示がみられる149。またヴォ
ルフは、17 世紀後半のドレスデンとヴァイセンフェルスにおいて「音楽による晩課
musikalische Vesper」という用語でその性格が明確に表現されているように、18 世紀には
カトリックとプロテスタントの双方で晩課がほとんど演奏会的な様相を呈することがあっ
たと述べる150。「ブクステフーデやバッハの時代までには、ルター派晩課の伝統は豊かな音
楽的、典礼的、精神的体験として花開き、会衆、聖歌隊、歌手、オルガンその他の楽器に
よる幅広い音楽が行われていた」151。このように近年の研究においては晩課が当時の人々
の限られた音楽体験の場としての役割・機能を期待され、実際にそれを果たしていた側面
が注目されるようになってきた152。 
 こうした晩課の位置づけは、おそらくニュルンベルクについても当てはまるだろう。第 1
章でみたように、ニュルンベルクでは 18 世紀に入ってもラテン語による晩課が継続され、
その重要性は保たれていた。聖母教会の晩課では聖体拝領が省かれ、その代わりに盛大な
音楽が行われていたことも第 1 章で述べたとおりである。同様に聖ゼーバルト教会でも日
曜の晩課の後に、オラトリオのように音楽を伴う宗教的な劇が上演され、ヨーハン・クレ
イ Johann Klaj（1616-1656）が脚本を書き、シュターデンが音楽を提供したことが知られ
ている153。ニュルンベルクの晩課においても、音楽は純粋に典礼上の目的に奉仕するのみ
ならず、いわゆる音楽作品として奏でられ、教会に集まった人々に広く受容される側面が
あったと考えるのは自然なことといえよう。その場合、そこで演奏される声楽マニフィカ
トは毎回多様なものであった方が、目的によりかなうことだろう。 
 パッヘルベルが 1678 年にエアフルトのプレディガー教会オルガニストに就任した際、当
局と交わされた契約書では以下の義務が課されていた。「毎年特別に洗礼者ヨハネの祝日に
おける午後の礼拝の終わりに、すべてのストップを用いて心地よく調和した響きで楽器全
体を鳴らし 30 分間の演奏を行い、このオルガニストに就任したことを思い起こさねばなら
ない。同時に会衆全員に対してこの一年で自らがいかに職務に熟達したかを新たに示さね
                                                 
148 Ibid., p. 155. 
149 Scholz, op. cit., p. 144. 
150 Wolf, op. cit., p. 43. 
151 Leaver, op. cit., p. 157. 
152 このような見方を裏付ける近年の研究としては以下のものがある。Siegbert Rampe, “Abendmusik 
oder Gottesdienst? Zur Funktion norddeutscher Orgelkompositionen des 17. und frühen 18. 
Jahrhunderts”, Schütz-Jahrbuch 25 (2003): 7-70, Schütz-Jahrbuch 26 (2004): 155-204, 
Schütz-Jahrbuch 26 (2005): 53-127. 
153 Samuel, op. cit., p. 63. 
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ばならない。」154パッヘルベルはこの義務を忠実に果たし、当地の人々に大いに気に入られ
たことが知られている。このことから彼は音楽によって宗教上、典礼上の目的を果たすだ
けでなく、審査される側として「聴き手の耳」を意識し、それに積極的に応える感覚を備
えていたことが窺われる。 
非常に保守的な精神風土の中でニュルンベルクの音楽愛好家たちがラテン語晩課の音楽
に求めた役割と、パッヘルベルという当代きっての傑出した音楽家の才能が幸運にも交差
し、合致することで生み出されたもの。それが音楽史上においても稀有な存在といえるパ
ッヘルベルの一連の豊饒な声楽マニフィカトだったといえるのではないだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
154 “Soll Er alljährlich und jedes Jahr besonders uf dem Festtage S. Johannis Baptistae nach 
geendigten Gottesdienste des nachmittags zum Andenken dieser seiner Reception und annehmung 
zum Organisten das gantze Orgelwerck mit allen seinen Registern und Stimmen in lieblicher und 
wohlklingender harmonia eine halbe stundenlang durchspielen, und also für der gesambten 
Christlichen Gemeinde gleichsam eine neue Prob thun, wie Er sich das Jahr über in seinem Ambte 
gebessert habe.” Botstiber, op. cit., p. VIII. 
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